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序　　文

本県最大の穀倉地帯を誇る香長平野の東端に位置する土佐山田町は、物部川の悠久の流

れに抱かれ、古くから稲作農業が盛んに行なわれてきました。しかし、近年の農業構造改

善に伴い、農業経営は複雑化、多様化してきております。そうした状況のなか、本町にお

きましても土地改良事業や圃場整備事業が断続的に実施されております。

平成4年度から、新改西部地区において県営圃場整備が行なわれるようになり、当教育

委員会では、事業に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を平成4年度より実施し、弥生時代から

近世に至る貴重な資料が得られています。このたび調査報告書として刊行することになり

ました本書が、今後の研究や、文化財保護思想の普及の一助となり、先人の残した歴史遺

産を将来守り伝えていく契機となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査に際しては、高知県中央東耕地事務所、新改西部土地改

良、高知県教育委員会、（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター、地元関係者の方々をは

じめ、発掘調査から整理報告書に至るまでにご協力いただきました皆様に対し、厚くお礼

申しあげます。

平成17年1月

土佐山田町教育委員委員会

教育長　　原　　初　恵



例言

1・本書は、土佐山田町教育委員会が平成4・5年度に実施した新改西部地区県営圃場整備事業に伴う久次遺跡

がノヤガノ地区・林田地区の発掘調査報告書である。なお、調査報告書はがノヤガノ地区・林田地区の2地区

に分冊した。久次遺跡がノヤガノ地区は土佐山田町埋蔵文化財発掘調査報告書第17集、林田地区は第18集であ

る。

2．久次遺跡は、高知県香美郡土佐山田町久次小字がノヤガノ616番地他に所在する。

3・当該地の試掘調査は、平成4年10月16日から平成5年2月3日、発掘調査は、第1次調査を久次遺跡がノヤ

ガノ地区の南部分を平成4年11月21日から平成4年12月28日、調査面積約3，000Id、つづいて北側部分の調査

を平成5年9月1日から平成5年12月10日、調査面積約5，000niである。

久次遺跡林田地区は平成5年10月1日から平成5年12月11日にかけて発掘調査を行った。調査面積約4，100

前である。

4．当遺跡の資料整理は平成4年度から平成16年度にかけて行った。

5．調査体制は以下の通である。

調査主体　土佐山田町教育委員会

調査事務　土佐山田町教育委員会

発掘調査

平成4年度

発掘調査

平成5年度

教　育　長　　岡本章博　　　　　教　育　長　　岡本章博

社会教育課長　前田隆明　　　　　社会教育課長　　前田隆明

調査事務　　中山泰弘　　　　　調査事務　　　中山泰弘

調査担当　　　中山泰弘　　　　　調査担当　　　　中山泰弘

遺物整理・報告書作成

平成16年度

教　育　長　　原　初恵

社会教育課長　山崎泰広

整理事務　　　小林麻由

調査担当　　　中山泰弘

6・発掘調査にあたっては、地元新改地区の方々、土佐山田町文化財保護審議会、新改中部土地改良、高知県中

央東耕地事務所、高知県教育委員会、（財）高知県文化財団埋蔵文化財センターの協力を得た。また、現場発掘

調査・遺物整理・図面作成作業にあたって、下記の方々の協力を得た。記して感謝の意を表したい。

現場作業員　森本幸栄、小松栄一、小松　好、小松木義、浜口　興、高村秀吉、吉川　勉、山本隆則、吉川徳

子、土居寿万子、池知恵美、藤村清子、大塚俊明、今井春恵、貞岡重道、佐野宣重、田村香代子、佐々木龍男、

竹崎芳子、山本花子、山下厚子、高野美和、井上郁雄、山崎政子、井上静衛、坂田美都子、竹崎寛将、小野山

玉喜、原　利導、岩瀬好子、山本冴子、池知誠男、小松一仁、池　宣弘、吉川　競、宮本幸子、山中美代子、

整理作業員　川村亜矢、畠山明子、田村千代、山本有佳里、伊藤　仁、中村千代、岡林　光、竹崎寛将、高橋

加奈、井上博恵、研川英征、宗石祥一、風間俊秀（高知工科大学学生）、山口　正（高知工科大学学生）

6．本書の執筆は、編集は中山が行なった。

7・出土遺物及び調査資料については、土佐山田町教育委員会が保管している。尚、遺物についての注記は、

「92－30YHKJ「93－29YHK」を使用する。

9・遺構の名称については、SB（掘立柱建物）、ST（竪穴状遺構）、SK（土壌）SD（溝状遺構）、SE（井戸）、SX（性格不

明土壌）、P（柱穴又はピット）を使用する。
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第I章　遺跡の位置と地理的・歴史的環境

1．地理的環境

土佐山田町は、高知県の中央東寄りに位置し，県下第3位の川である物部川の中流域に位置する。物部川によ

り形成された沖積平野に県下最大の穀倉地帯である高知平野の北端に位置し、物部川の洪積台地及び四国山地の

一部を含む。

この物部川は、県北東部の香美郡物部村、剣山山系の白髪山（1，770m）の東斜面に源流を発し、高知平野東

部の同郡吉川村で土佐湾に注ぐ。上・中流域は仏像構造線に沿って直線的に西南西流しており、流路に沿った上

流へのルートは古来阿波国への最短距離として知られている。物部川に沿う山間部には発達した河岸段丘が発達

し（1）、土佐山田町で流路を南に変え商流する。土佐山田町神母の木付近において平野部に流入し、肥沃な高知平

野を縦断する。

高知平野東部を成す香長平野は不整形の扇状地で物部川両岸には鏡野（2）、山田野（3）と言われる古期扇状地の砂

礫層から成る洪積台地を形成している。この台地は長岡台地と称される。長岡台地は、香長平野の北部を土佐山

田町から南国市にまたがり、北東から南西に約5km連なる。洪積世中期以降に形成された比較的連続性に富んだ

砂礫台地で隆起性扇状地である。標高は扇頂部に近い土佐山田町付近では約50mに達し南西に緩やかに傾斜し、

扇端部の南国市後免町付近では15m～10mである。台地面の北西側は国分川流域に扇状地性低地、南東側は物部

川下流域の扇状地性低地に対して段丘面を持って接している。台地は河床から5m内外の標高を持ち、台地の間

に新期扇状地が広がり、北端部は国分川の浸食により断崖を形成する。洪積台地には旧石器時代の遺跡は発見さ

れていないが物部川河岸段丘両岸の山麓部（4）、国分川水系である砥川の発生する山間部の山麓部（5）で確認されて

いる。また縄文時代の遺跡も旧石器時代の遺跡ととほぼ同じ位置に所在する（6）。新期扇状地から沖積平野にかけ

ての大地には県下最大の遺跡群、田村遺跡群（弥生時代～近世）（7）を始め大篠遺跡（弥生時代）（8）が分布する。ま

た、条里制地割の遺構が広く認められるが、旧物部川により洪水氾濫をたびたび繰り返しており、条里制地割の

乱れた地域も多く、旧流路も数本認められる。

土佐山田町の市街地が乗っている扇頂部分付近は周囲に比べて高位な面となり、南部に一段低い下位面があり、

二段の段丘面となっている。中央部から末端部は低地性氾濫原に向かって緩やかに台地斜面が傾斜し、特に南西

端は扇状地性低地の租粒性沖積層に埋没しており湧水地帯となって小河川が流出し湿地帯を形成している。土壌

は多湿黒ボク土壌であり、層の厚さは20cm～50cm以上で下層は灰色か灰褐色の場合が多い。台地面は自然の河流

が無く江戸時代以前は開発が遅れていたが、江戸時代初期、土佐藩奉行野中兼山が物部川に山田堰を築き、潅漑

水路を設けたことによって台地面にも導水が行なわれた。開発には、郷士が登用され、台地上には旧郷士屋敷が

散在し、散村的景観を呈している。また、後免・土佐山田・野市の在郷町もこの時期に形成されたものである。

潅漑用水により、かつては米の二期作が盛んであり、現在も高知平野の水田地帯の一部であるが、乾田であるた

め、古来、菓タバコ・野菜の栽培も盛んである。近年はビニールハウスの施設園芸も増加してきている。町域面

積の70％を森林地帯で占め、林業が盛んで良材を多く産出する。工業は、地場産業の打刃物などがある。扇頂部

の土佐山田町は物部川上流部と香長平野の接点に立地した谷口集落でもある。台地面はかつて開発の主体となっ

た郷士屋敷の点在する散村形態がみられ、現在もさの景観の名残がみられる。台地面の長軸（北東～南西方向）

にほぼ沿う方向でJR土讃本線及び国道195号線が直線的に通過している。東にある三宝山の中腹には国指定史

跡及び天然記念物である龍河洞があり、県下でも有数の観光地となっている。

註

（1）『南国市史』　上巻　南国市教育委員会1979

（2）『野市町史』　上巻　野市町教育委員会1992

－1－



（3）『土佐山田町史』土佐山田町教育委員会1979

（4）佐野楠目山からは石核、剥片などが表面採集されている。

（5）新改西谷遺跡からはナイフ型石器が多量に出土している。

（6）新改屋舗田丸遺跡、林田シタノヂ遺跡、刈谷我野遺跡などがあげられる。

（7）『田村遺跡群　高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』第1分冊～第15分冊1986　高知県

教育委員会

（8）註（1）に同じ

参考文献

『土佐山田町史』土佐山田町教育委員会1979

『角川　日本地名大辞典　39高知県』角川書店1986
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図1　土佐山田町位置図
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2．歴史的環境

土佐山田町は、地理的に恵まれ、県下最大の穀倉地帯である香長平野の一画に位置することから原始以来、脈々

とした人の営みを台地に刻み付けている。また、南に隣接する南国市とともに県下屈指の遺跡密集地帯である。

土佐山田町の歴史は、北部山麓部の西谷遺跡（1）の調査により旧石器時代後期に始まる。二次堆積遺物ではある

がチャート製のナイフ型石器が多量に出土し、遺跡の立地など奥谷南遺跡（2）と非常に似ている。続く、縄文時代

では、新改川の河岸段丘に立地する屋舗田丸遺跡（3）より早期押型文系土器が出土し、また新改川支流の砥川左岸

の小山田遺跡（4）からは、晩期の土壌4基と突帯文土器が出土し、北部山間部に所在する飼古屋岩陰遺跡（5）からは

早期押型文土器、厚手無紋の葛島式土器、中期の船元Ⅱ式土器、後期の彦崎KⅡ式土器とともに多量のサヌカイ

ト製の石鉄が出土している。また、東部物部川左岸の段丘上、林田シタノヂ遺跡（6）が存在するが、ここでは、ピッ

ト状遺構から後期初頭の中津式土器が出土している。

弥生時代では前期に属する遺跡の確認には至っておらず、今のところ中期後半に位置づけられる龍河洞洞穴遺

跡（7）が最古である。この遺跡は全山石灰岩でできた三宝山（322m）の中腹に開口した洞穴遺跡で、昭和8年に

遺跡の部分が発見され、翌9年に天然記念物及び史跡として国指定を受けている。洞内の生活面は3室からなり、

出土遺物は凹線文の発達した龍河洞式土器をはじめ、鉄族、石錘、有孔鹿角製品、貝輪、骨製管玉、塙璃製勾玉

等の装身具、貝類、獣骨類の自然遺物などである。また、龍河洞式土器に混在してただ一点、弥生時代後期末の

ヒビノキⅡ式土器が出土している。龍河洞洞穴遺跡と同時期とみられる遺跡に、予岳遺跡（8）、雪力峰遺跡（9）、影

山遺跡（10）がある。中期後半に属する遺跡は多く原遺跡（11）、原南遺跡（12）からは竪穴住居跡とともに環濠と思われる

溝や掘建柱建物跡等集落を構成する遺構も発見されている。その北部台地上には、弥生時代後半～古墳時代初頭

の土器群が出土したひびのき遺跡（13）が存在する。これらの土器群はヒビノキI～ヒビノキⅢ式土器と命名され、

高知県中央部以東の標準式土器とされていると同時に、同遺跡がその時期に集落遺跡として栄えたことを示して

いる。弥生時代も後期となると遺跡数、規模の拡大がみられ、特に同遺跡に代表されるよる後期後半に属する遺

跡の急増が認められる。隣接するひびのきサウジ遺跡（14）では、弥生時代後期後半の竪穴住居跡が5棟検出されて

おり、この内1棟は祭祀的意味を持つものと考えられている。また、物部川左岸には林田遺跡（15）が存在する。こ

こからは竪穴住居跡5棟が検出され、土器と共に多量の鉄族が出土している。

古墳時代では、小円墳・横穴式石室・群集といった特徴を持つ後期古墳が存在し、山麓部を中心に知られてい

る。中でも、ひびのき遺跡に近い伏原大塚古墳（16）は、5世紀末から6世紀初頭に築造されたと考えられる。また、

この古墳の周溝からは須恵器の円筒埴輪が出土している。この期の須恵器の窯跡は今のところ発見されていない

が、当古墳の埴輪の存在を考えれば、出現期は少なくとも築造期と同時期まで遡ることは可能であろう。また、

これらの遺跡を特徴づける遺跡として当町北部の新改地区とその周辺に所在する。須江古窯跡群（17）を挙げること

ができる奈良時代から平安時代にかけての須恵器、瓦焼成の窯跡が現在40数カ所確認されている。窯跡の中には

比江廃寺跡（18）の瓦を焼成したタンガン窯跡（19）や土佐国分寺の平瓦を焼成した東谷窯跡（20）も存在し、また新改川左

岸の河岸段丘に所在する須江上段遺跡（21）、須江北遺跡（22）からは官街的掘立建跡や多量の須恵器、土師器が出土し

ている。特に須恵器には湾曲した遺物が混在しており、須恵器生産に係わる遺跡と考えられる。なお、新改、須

江地区は、その西方約2kmに土佐国府を控えていることから国府と密接な結びつきが想定される。

当町南部の沖積平野は高知県最大の平野、香長平野北端部にあたり、広く古代の条里制遺構（21）を残している。

また、「大領」・「田倉」・「宮毛田」等の地名があり、周辺からは、古代の遺物が表面採集され古代香美郡の郡の

推定地（23）と考えられる。

中世では、土佐戦国七雄に数えられる山田氏（24）が健久4年（1193）に土佐国へ入部以来、勢力をのばし、楠目

の山田城を本拠（25）に領主制支配を行なうが、長宗我部氏により天文期頃攻撃を受けて滅亡する。

近世にはいり野中兼山（26）による山田堰、上、中、舟大川の三用水の敷設等による長岡台地の開発により在郷

町（27）として香美郡北部の山間地城と南部の平野部との接点として物産集散地となり、高知城城下町の経済圏城と

して発展し、今日に至る。
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番号 遺跡名 時 代 番 号 遺跡 名 時代 番号 遺 跡名 時 代 番 号 遺跡 名 時代

1 中山田古 墳 古墳 35 伏原 人塚古墳 古墳 69 東 山 田遺跡 弥生 ・古墳 103 三反 山 田窯跡 平安

2 高松古墳 ケ 36 八王 寺西古 墳 ノシ 70 改 田神 母遺跡 古墳 ～平安 104 入野 南遺跡 平 安 ・中世

3 植田古墳 群 一ク 37 前 山1 ・2号 古墳 ケ 71 久次土 居城跡 中世 10 5 植村 城跡 中世

4 西久保 古墳 一ク 38 前 山3号古 墳 ′ク 72 ハザ マダ遺跡 古墳 ～平安 10 6 植 カ ドタ遺跡 弥生 ・古墳

5 次郎 ケ谷西古 墳 ク 39 陣 山古墳 ク 73 畑ケ 田遺跡 ク 10 7 植南 土居 遺跡 平 安 ・中世

6 次郎 ケ谷古墳 ケ 40 三 畠山古墳 ノシ 74 泉ケ 内遺跡 イ′ 10 8 西 ク レ ドリ遺跡 弥生 ～近世

7 田村氏 古墳 ケ 41 西 ノ内窯 跡 ケ 75 沖 ノ土居城跡 中世 10 9 モ ジ リカワ遺跡 ク

8 亀ケ谷 1号古 墳 ′シ 42 小 山田 1号 窯跡 古墳 ・奈 良 76 自猪 田遺跡 古墳 ～平 安 1 10 山ノ問丸 遺跡 中世

9 亀ケ谷 2号古 墳 ′シ 43 小 山田2 号窯跡 ク 77 中 ノ土居城跡 中世 111 植 キ ノサ キ遺跡 ク

10 須江 ツ カアナ古墳 ク 44 小 山田3 号窯跡 ク 78 前嶋 遺跡 平安 ～ 中世 112 山田氏累 代墓所 ク

11 新改古 墳 ノン 45 西 谷卜 2 ・3窯 跡 奈 良 79 比江 山城跡 中世 113 メウ カイ遺跡 弥生 ～中世

12 新改 2号古墳 ノシ 46 東 谷松本 窯跡 奈良 ・平安 80 比江 廃寺跡 飛 鳥 ・奈 良 114 長 谷川丸 遺跡 古墳 ～平安

13 新改 3号古墳 ノシ 47 東 谷1号 窯跡 ク 8 1 渕 ノ上遺跡 弥生 ～平 安 115 伏 原遺跡 弥生 ～平安

14 新改4 号古 墳 ク 48 東 谷2号 窯跡 ク 82 南神 母遺跡 古墳 116 楠 日城跡 中世

15 椎 山1号古 墳 ク 4 9 林 ノ谷 1号窯 跡 ク 83 三 島城跡 中世 117 ひびのき大河内遺跡 弥生 ～近世

16 椎 山2号古 墳 ク 50 林 ノ谷 2号窯 跡 ノン 84 三 島遺跡 弥 生～平 安 118 田所神社 遺跡 弥生 ～中世

17 西 ノ内1号 古墳 ク 5 1 林ノ谷 3号窯 跡 ク 8 5 三 町遺跡 古墳 ～ 中世 119 ひび のき遺跡 弥生 ・古墳

18 西 ノ内2号 古墳 ク 5 2 大谷1号 窯跡 ノク 86 白山遺跡 古墳 一 平安 120 ひびのき岡の神母遺跡 弥生 ～ 中世

19 小 山田2号 古墳 ノケ 5 3 大谷2 号窯跡 ク 8 7 水 通遺跡 弥 生～ 平安 121 ひびのきサウジ遺跡 弥生 ～近 世

20 小 山田2 号古墳 ク 54 大谷3号 窯跡 ′シ 88 福 重遺跡 奈 良～ 中世 122 大 塚遺 跡 ′ク

21 タ ンガン古墳 ク 5 5 八 ノ谷 窯跡 平安 8 9 有 光北鍵 山遺跡 平安 123 大西土 居遺跡 弥生

22 探坂 古墳 ′ク 56 植セ ガイ窯 跡 古墳 ～奈 良 90 浜 道の西 遺跡 古 墳～ 平安 124 楠 昌遺 跡 弥生 ～近 世

23 杖 坂古墳 ク 57 大法寺 二反 田窯跡 古墳 91 山田三 ツ又西遺 跡 ク 125 稲 荷前 遺跡 ノク

24 杖 坂東古 墳 ク 58 大法寺へエスヤジ1号窯跡 奈 良 ・平 安 92 山田三 ツ又遺跡 ク 126 原遺跡 弥 生～近 世

25 中沢古墳 ク 59 大法寺へエスヤジ2号窯跡 ク 93 山田三 ツ又東遺 跡 弥生 ～中世 127 古町 西遺跡 弥 生～平 安

26 溝 渕古墳 ′シ 60 タンガ ン窯 跡 飛鳥 94 谷 重遠邸 跡 近 世 128 古町 北遺跡 弥 生 ・古 墳

27 桜 ケ谷 古墳 ′ク 61 予岳 窯跡 古墳 95 野中神社 近 世 129 公儀 の井戸 2 近世

28 前 行 山1号古 墳 ケ 62 長谷 山1号 窯跡 平安 96 須江上段 遺跡 古墳 ～近世 130 公儀 の井戸 1 ク

2 9 前 行 山2号古 墳 ケ 63 長谷 山2号 窯跡 ノク 97 須江駅 跡 平 安 13 1 松本 山長久 寺跡 中世 ・近世

30 母神古 墳 イ・ 64 東 ノ土居 遺跡 古墳～ 中世 98 須江北 遺跡 古墳 ～平安 132 勝福 寺跡 ク

3 1 大元神 社古墳 ク 65 植 田土居 城跡 ノシ 99 藁原神 社遺跡 奈 良～中世 133 勝楽 寺跡 イ′

32 大元神 社北 古墳 ′ク 66 寺 中遺跡 古 墳 ～平安 100 改田氏 物見 の城跡 中世 134 小 山田遺跡 縄文・古代・中世

33 与岳古 墳 ′ク 67 北 野遺跡 古墳 ～中世 101 南ケ 内遺跡 弥生 ～ 中世 13 5 西谷 遺跡 旧石 器

34 小倉 山古墳 ′ケ 68 辻 谷田遺 跡 古墳 ～平安 102 屋甫 田丸遺 跡 中世 136 久 次遺跡 弥生・古代ヰ世

表1・図2　周辺の遺跡分布図・表
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第Ⅱ章　調査に至る経過と調査方法

1．調査に至る経過

近年、農業の規模拡大等の整備政策が進められ、農業構造改善事業として、圃場整備事業が行なわれている。

当新改地区においても改良組合が設立され、山田北部地区土地改良、新改西部土地改良、新改中部土地改良と3

改良区が高知県営圃場整備事業を計画、施工している。

新改西部土地改良区内は県下でも有数の埋蔵文化財包蔵地であり、土佐山田町教育委員会は工事計画との調整

資料を得るため、平成4・5・6年度に文化庁国庫補助金により遺跡の範囲確認のための試掘調査を実施し、基

礎データを得た。その後、事業施工による埋蔵文化財の保存協議を高知県中央耕地事務所、新改西部地区土地改

良区、土佐山田町教育委員会の三者で協議をおこなった。その結果、盛土工法等による計画変更がなされたが一

部施工計画が変更できない箇所について、遺構の記録保存を図る調整協議がされ、記録保存のための発掘調査を

実施した。

2．調査の方法

試掘調査の結果により、水路、農道、削平部の調査区を設定し、耕作土を等の表土を主に重機により除去毅を

行ない、遺構検出面または、遺物包含層直上まで掘削を行なった後、人力による発掘、精査を行なった。遺構、

遺物の出土状況及び土層等については、写真撮影を行なった後、平面図及び断面図を作成した。遺物の取り上げ、

遺物の実測については、任意座標に基づいて地区全体に4m方眼をかけ記録、実測を行なった。平面実測、及び

地層断面については、20分の1を基本とし、必要に応じて10分の1の実測を行なった。

1　カリヤガノ地区

2　林田地区

図3　久次遺跡位置図
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図5　久次遺跡カリヤガノ地区調査区
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第Ⅲ章　調査成果

平成4年度の調査（1992年度）

平成4年度の調査は、カリヤガノ地区の南側部分の調査を実施した。当地区は舌状の形をした微高地でありこ

の微高地を境として東側と南側は新改川（国分川）により形成された低地地帯の地形をなしている。

調査区は旧農地の圭畦で区画し、東側よりA区、B区、C区の3地区に分けた。A区からは竪穴住居跡6棟と

溝跡、ピット、土坑等、B区は竪穴住居跡9棟と溝跡、ピット、土坑等がC区からは竪穴住居跡1棟、溝跡、土坑、

ピットが検出された。ただしA区とB区の境から住居跡が検出されためA区のST－3はB区のST－7とA区

のST－1とB区のSTq9は同一住居跡である。以下各遺構とその遺物の概要を述べることにする。なお、遺

物に関しては遺物観察表を参照されたい。

1．基本層序

当地区の全調査区（1992年度、1993年度）を通してI層は耕作土（床土を含む）、Ⅱ層は無く床土を剥ぐと遺

構が検出でき、床土の直下は遺構面に達する。微高地の周辺部の低地に接する付近ではI層の次に黒色土層（ク

ロボク）のⅡ層が検出できる。Ⅱ層には弥生時代から中世の遺物が混在しており遺物包含層である。Ⅱ層下は遺

構面に達するが、遺構の掘り込み地層であるⅢ層は全調査区の半分以上が砂礫と粘質土層で一部に黒色土層が見

られる。

2，遺構と遺物

A区

竪穴住居跡1（A区ST－1）（B区ST－9）（図6）

A区調査区の西側中央部に位置する。住居跡は隅丸方形の形を呈し、南西の隅はST－2と切り合う。南北

4．40m、東西約4．5mで検出面からの深さは住居跡北側で30cm、南側で28cm、西側29cm、東側で28cmでほぼ水平

である。住居跡内の遺構はピットがある。特に炉跡は確認できない。住居跡内は単一の黒色土層で、埋土層から

は炭を含む拳大から人頭大の石と弥生土器が出土した。

出土遺物（図7）

住居跡からの遺物では椀（1．2．3）、鉢（5．6．7．8．9．

10）、嚢（11．12．13．14．15．16．17．18）、壷（26．27．28．

29）、高杯（30）、土製支脚（33）が出土している。鉢

は内面に刷毛目がみられ、外面には僅かに叩き目がみ

られる。嚢は口緑部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、

胴部内面は指圧によるナデ調整を施し、外面は叩き目、

刷毛目がみられる。高杯は脚部の破片で小孔がある。

土製支脚は筒型状をなし、全面に指圧調整と叩き目が

施されている。なお、住居跡の出土遺物には須恵器、

土師器、土師質土器、瓦質土器の混入がみられ、住居

遺構にこれらの時期に関わる遺構が切り合っていたと

考えられる。土師器の杯（35）は外面に箆による丁寧

な調整がみられ、内面には暗文がみられる。土師質土

器（36）は、ほぼ精錬された胎土をもち底部は回転糸

切りがみられる。

－9－
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図6　　A区－ST－1遺構平面図
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竪穴住居跡2（A区ST－2）（図8）

A区中央西側に位置する。平面プランはほぼ方形の竪

穴住居跡で、北西の隅はST－1と切り合う。住居跡は

南北約4．90m、東西約4．80mである。深さは検出面から

の深さでは住居跡東側0．25m、西側0．37m、東側で0．25

m、北側0．28、を計りほぼ水平な面をなす。住居跡の遺

構はピットが見られるが、炉跡の土坑はみられない。住

居跡の上層部からは炭の小片が混ざった土層より遺物が

出土している。住居跡内の土層は黒色土層の単一土層で

ある。

出土遺物（図9）

住居址からは弥生土器の嚢、壷、高杯、紡錘車と須恵

器が出土している。嚢（3．4．5．6．）は口緑部内側に刷毛

による調整が施され、胴部内面は指圧による縦ナデがみ

られ、外面は叩き目がみられる。壷（12）は口緑部内外

丑

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

！．．．題：　　　　　　4

図8　　A区－ST－2遺構平面図
面には刷毛目がみられる。高杯（13．14．16．17）は杯部

1

内面に横ナデ調整がみられ、脚部は短く小孔があるものと無いものがある。また紡錘車（19）はソロバン玉状の

形で直径3．1cm、孔径2．5cmを計る。須恵器の椀（20）は精錬された胎土で高台付椀の底部の破片である。当住居

跡内に古代の遺構が複合していたと考えられるが遺構検出時には確認できなかった。

竪穴住居跡3（A区ST－3）（B区ST－7）（図10）

A区の西側中央部に位置する。2／3は調査

区B区にはいる。ほぼ長方形の形を里すが、

東側で隅丸方形、西側で崩れた隅丸方形とな

る。南北約5．4m、東西約4．7mで、遺構検出

面からの深さは北側で5cm、南側で3．2cm、

東側で6．2cm、西側で3．4cmを測る。住居跡内

にはピットが検出されているが炉は不明であ

る。埋土は黒色土層である。

出土遺物（図29）

隣接調査区のB区が遺構検出の1／3である

ためB区のST－7で出土遺物の報告をする。

－12－
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図10　　A区－ST－3遺構平面図
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竪穴住居跡4（A区ST－4）（図11）

A区の東側中央部に位置する。隅丸方形を

呈する。南北約5．5m、東西約5．5mで、遺構

検出面からの深さは北側で30cm、南側で35cm、

東側で38cm、西側で33cmを測りほぼ水平であ

る。住居跡内にはピットが検出されていが柱

穴は少ない。炉は中央部より少し南側にある

北側にはベッド状遺構があり幅約90cm、で住

居跡の半分を壁に沿ってあり、平面の形状は

「コ」の字状になる。ベット状遺構と住居跡

床面は20cmである。埋土は黒色土層である。

土層は、多量の弥生土器と炭が少量と拳大の

石がやや混じっている。

出土遺物（図12）

住居跡内からは多量の遺物が出土している。

椀、鉢、嚢、壷、高杯、石器などのほか古代、

中世の遺物が若干出土している。椀は指圧ナ

デ、刷毛目調整がみられ、鉢は内面に刷毛目

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

！．．題．；　　　　　l

図11　A区－ST－4遺構平面図

調整、外面に叩き目、嚢も同じく内面に刷毛目調整と指圧ナデ、外面には叩き目がある。壷は口縁部を大きくラッ

パ状に開くものもある。内面刷毛目、外面も刷毛目調整を施している。

竪穴住居跡5（A区ST－5）（図13）

A区の東側北部隅に位置する。隅丸方

形を呈する。南北約5m、東西約4．9m

で、遺構検出面からの深さは北側で38cm、

南側で41cm、東側で38cm、西側で37cmを

測りほぼ水平である。住居跡内にはピッ

トが8個検出されている。住居内には壁

に沿って幅約20cmから40cmの周溝が東側

の壁の一部を除いて一周する。炉跡は明

確でない。

東側外壁部分から溝状の遺構が東側に

向けて窄まりながらみられる。また溝状

遺構にはピットが存在する。前述した住

居跡内の周溝が東壁側には無くまた東壁

も一部存在しないことから竪穴住居の出

入り口部分で屋根付きの構造を有してい

たと推定される。埋土は黒色土層である。

！1．．1：　　　　　！

図13　　A区－ST－5遺構平面図

出土遺物（図14）

遺物は弥生土器と須恵器で大型の器の底部と嚢、椀が出土している。嚢（2）は口綾部に刷毛目があり胴部に

は指圧ナデの調整がみられ、外面には叩き目と刷毛日調整が施されている。須恵器蓋（4）で竪穴住居跡内に古

代の遺構が切り合っていたと考えられる。
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竪穴住居跡6（A区ST－6）（図15）

A区の東側中央部のやや東寄りに位置する。隅丸方

形を呈する。南北約5．7m、東西は西側部分で溝跡に

より切り合い関係となっているので正確には言えない

が約3．6mで、遺構検出面からの深さは北側で2：9cm、

南側で2．8cm、東側で2．5cm、西側で2．3cmを測りほぼ

水平である。炉跡は不明確である。埋土は黒色土層で

ある。

出土遺物（図16）

住居跡内からは少量の遺物ではあるが鉢、嚢、壷、

高杯、石器、銑鉄が出土している。鉢（1．2．3．4）は

内面に刷毛目調整、外面に叩き目、嚢（6）も同じく

内面に刷毛目調整と指圧ナデ、外面には叩き目がある。

壷（7）は口緑部をラッパ状に開く。石器（10）は砥

石である。鉄鉄（11）は鉄身部である。

出土遺物（A区包含層遺物）（17）

包含層より須恵器の蓋（1）、緑粕陶器（2）などが

出土している。

＼、l福子プ
j　　－　；9

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

！．．．．；　　　　　　！

図15　　A区－ST－6遺構平面図
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図16－1　92－A区－ST6出土遺物
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図17－1　92－A区－Ⅱ層出土遺物
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B区

竪穴住居跡1（B区ST－1）（図18）

B区調査区の南側東部に位置する。住居跡は不定形

な隅丸方形の形を呈し、西に隣接してB区ST－2が

ある。南北4．1m、東西約5mで検出面からの深さは

住居跡北側で21cm、南側で14cm、西側18cm、東側で16

cmでほぼ水平である。住居跡内の遺構はピットがある。

炉跡は住居跡中央部よりやや南側に寄った位置にある。

住居跡北側と西側には幅60cm程度の周溝がある。住居

跡内は単一の黒色土層で、埋土には炭を含む。

出土遺物（図19）

住居跡からの遺物では鉢（1．2．3．4．5）、嚢（6．7．8．

9．10）、砥石（11）が出土している。鉢は内面に刷毛

目がみられ、外面には僅かに叩き目がみられる。嚢は

口縁部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、胴部内面は

指圧によるナデ調整を施し、外面は叩き目、刷毛目が

みられる。

竪穴住居跡2（B区ST－2）（図20）

B区調査区の南側中央部に位置する。住居

跡は隅丸方形の形を呈し、東に隣接してB区

ST－1がある。南北5．5m、東西約5．5mで

検出面からの深さは住居跡北側で24cm、南側

で20cm、西側23cm、東側で19cmでほぼ水平で

ある。住居跡内の遺構はピットがある。炉跡

は住居跡中央部よりやや南側に寄った位置に

ある。住居跡内の壁には幅約1．5m程度のベッ

ト状遺構が全周する。北住居跡内は単一の黒

色土層で、埋土には炭を含む。

出土遺物（図21）

住居跡からの遺物では椀（1）、鉢（4．5）、

棄（6．7）、壷（7）が出土している。鉢は内

面に刷毛目がみられ、嚢は口縁部内面に縦又

は横の刷毛目が見られ、胴部内面は指圧によ

るナデ調整を施し、外面は叩き目、刷毛目が

みられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

！．．．1：　　　　　l

図18　　B区－ST－1遺構平面図

」
図20　　B区－ST－2遺構平面図
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図21－1　92－B区－ST2出土遺物

竪穴住居跡3（B区ST－3）（図22）

B区調査区の中央部西側に位置する。住居跡はやや長方形の形を呈し、

東に隣接してB区ST－5がある。南北6m、東西約4．5mで検出面か

らの深さは住居跡北側で2．7cm、南側で2．0cm、西側4．5cm、東側で3．4cm

でほぼ水平である。住居跡内の遺構はピットがある。炉跡は不明。

出土遺物（図23）

住居跡からの遺物では鉢（1）、嚢（5）などが出土している。鉢は内

面にわずかに刷毛目がみられ、嚢は口緑部内面に縦又は横の刷毛目が見

られ、胴部内面は指圧によるナデ調整を施し、外面は叩き目、刷毛目が

みられる。

「

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

！llll】　　　　　　i

図23－1　92－B区－ST3出土遺物
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図22　　B区－ST－3遺構平面図



竪穴住居跡4（B区ST－4）（図24）

B区調査区の中央部東側に位置する。住居跡は

やや長方形の形を呈し、西南に隣接してB区ST－

5がある。南北3．5m、東西約6．5mで検出面から

の深さは住居跡北側で1．2cm、南側で1．4cm、西側

2．1cm、東側で1．8cmでほぼ水平である。住居跡内

の遺構はピットは不明確である。炉跡は確認でき

なかった。

出土遣物は図示できる遺物は無い。

竪穴住居跡5（B区ST－5）（図25）

B区調査区の中央部に位置する。住居跡はやや

長方形の形を呈し、北東に隣接してB区ST－4

がある。南北5．5m、東西約4mで検出面からの

深さは住居跡北側で3．5cm、南側で1．8cm、西側4．

0cm、東側で2．9cmでほぼ水平である。住居跡内の

遺構はピットがある。炉跡は不明。

出土遺物（図26）

住居跡からは嚢（1）、須恵器（杯）などが出土

している。嚢は胴部内面は刷毛目調整を施し、外

面は叩き目がみられる。

若

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m」
図24　　B区－ST－4遺構平面図

丑

／

／

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m」
図25　　B区－ST－5遺構平面図
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図26－1　92－B区－ST5出土遺物
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竪穴住居跡6（B区ST－6）（図27）

B区調査区の北側中央部に位置

する。住居跡はやや不正形の長方

形を里し、東に隣接してB区ST－

7がある。南北7．5m、東西約5．8

mで検出面からの深さは住居跡北

側で6．6cm、南側で13．5cm、西側

7．8cm、東側で8．4cmでほぼ水平で

ある。住居跡内の遺構はピットが

ある。炉跡は不明。

出土遺物（図23）

住居跡の遺物は鉢（1．3）、嚢

（2）などが出土している。鉢は内

面に刷毛目、外面にわずかに叩き

目がみられ、嚢は口緑部内面に縦

又は横の刷毛目が見られ、外面は

叩き目、刷毛目がみられる。

図27

丑
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B区－ST－6遺構平面図
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図28－1　92－B区－ST6出土遺物

竪穴住居跡7（B区ST－7）（A区ST－3図10）

B区調査区の北側の東側に位置する。

出土遺物（図29）

住居跡の遺物は鉢（1．3）、嚢（2）などが出土している。鉢は内面に刷毛目、外面にわずかに叩き目がみられ、

嚢は口縁部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、外面は叩き目、刷毛目がみられる。

図29－1　92－B区－ST7出土遺物
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竪穴住居跡8（B区ST－8）（図30）

B区調査区の北側の北西部に位置する。住居跡はやや不正

形の長方形を呈している。東側は平削により不明。南北6m

以上、東西は不明である。検出面からの深さは住居跡北側で

2．8cm、西側5．6cmでほぼ水平である。住居跡内のピットは不

明ある。一部に炉跡と思われる薄い焼土が確認されている。

竪穴住居跡9（B区ST－9）（A区ST－1図6）

B区調査区の東側の中央部に位置する。

出土遺物（図31）

住居跡の遺物は（1．2．3．4）、嚢（5．6．7．10．11．12）、壷（8．

9）などが出土している。鉢は内面に刷毛目と指圧ナデ、外

面に叩き目がみらる。嚢は口縁部内面に縦又は横の刷毛目が

見られ、外面は叩き目、刷毛目がみられる。また底部に小孔

があるものがある。壷は口縁部内面に刷毛目調整がみられる。

Å

、一・一．■　－　－　－　－　－　－．．

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m」
図30　　B区－ST－8遺構平面図
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図31－1　92－B区－ST9出土遺物
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ピット・溝跡・遺物包含層（Ⅱ層）（B区　図54　附属全体図）

出土遺物（図32）

弥生土器では鉢、嚢、壷などが出土している。鉢（5）は内面に刷毛目と指圧ナデ、外面に叩き目がみらる。

嚢（14）は口緑部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、外面は叩き目、刷毛目がみられる。また壷（16）は胴部内

面に指圧調整がみられる。（15）は内面に指圧による調整がみられる。古代の遺物では土師器（4）ではロクロに

よる形成の後、底部は回転箆けずりとなっている。須恵器（11．12）の蓋はロクロにより形成され、ボタン状の

つまみがつく。石鍋（15）は滑石性で滑らかな仕上がりとなっている。

－1く弓　∈‡亘召、、＼、－」ク′

、・し月毛　⊂野、、＼儀表

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

図32－1　92－B区－P・SD・Ⅱ層出土遺物
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C区

竪穴住居跡1（C区ST－1）（C区　図33）

C区調査区の西側中央部に位置する。住居跡は隅丸方形の形を里し、南北3．8

m、東西約4．5mで検出面からの深さは住居跡北側で40cm、南側で38cm、西側25

cm、東側で27cmでほぼ水平である。住居跡内の遺構はピットがある。特に炉跡は

確認できない。住居跡内は単一の黒色土層で、埋土層からは弥生土器が出土した。

出土遺物（図34）

住居跡からの遺物では椀（1．2）、鉢（3．4）、嚢（5）、壷（7．10．13）、高杯（22．

23）、土製支脚（25．26．27．28）が出土している。鉢は内面に刷毛目がみられ、外

面には僅かに叩き目がみられる。嚢は口緑部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、

胴部内面は指圧によるナデ調整を施し、外面は叩き目、刷毛目がみられる。高杯

は脚部の破片で小孔がある。土製支脚は筒型状をなし、全面に指圧調整と叩き目

が施されている。
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図34－1　92－C区－STl出土遺物
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土坑（C区SK－1．2）（C区　図54　附属全体図）

出土遺物（図35）

弥生土器では嚢（1）、壷（2）が出土している。嚢、壷ともに内面に刷毛目、嚢は外面叩き目、刷毛目がみら

れる。また壷は胴部内面に指圧調整がみられる。古代の遺物では土師器（4）ではロクロによる形成の後、底部

は回転箆削りとなっている。須恵器（4．5）は受身の杯でロクロにより形成され、底部は回転箆削りである。

遺物包含層（Ⅱ層）（C区）

出土遺物（図36）

包含層遺物は弥生土器、土製支脚、須恵器、土師器、土師質土器、瓦質鍋、白磁が出土している。（1）は土師

質土器の小皿である。（2．3）は須恵器の杯でロクロによる形成、底部は欠損している。土師質土器は精錬された

胎土が使われ、ロクロによる形成、底部は回転糸切り底である。弥生土器は嚢、壷で内面は指圧による調整、外

面は刷毛目による調整がなされている。器台の土製支脚は内外面ともに指圧による調整が施されている。

＝≒≡：、l　三≡＝‾
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

図35－1　92－C区－SKl・2出土遺物
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平成5年度の調査（1993年度）

平成5年度の調査は、平成4年度に調査を実施したカリヤガノ地区の北側部分の調査を実施した。当地区は舌

状の形をした微高地でありこの微高地を境として東側と南側は新改川（国分川）により形成された低地地帯の地

形をなしている。

調査区は旧農地の圭畦で区画し、東側よりA区、B区の2地区に分けた。A区からは竪穴住居跡5棟と溝跡、

ピット、土坑等、B区は竪穴住居跡2棟と溝跡、ピット、土坑等が検出された。以下各遺構とその遺物の概要を

述べることにする。なお、遺物に関しては遺物観察表を参照されたい。

1．基本層序

当地区の全調査区（1992年度、1993年度）を通してI層は耕作土（床土を含む）、Ⅱ層は無く床土を剥ぐと遺

構が検出でき、床土の直下は遺構面に達する。微高地の周辺部の低地に接する付近ではI層の次に黒色土層（ク

ロボク）のⅡ層が検出できる。Ⅱ層には弥生時代から中世の遺物が混在しており遺物包含層である。Ⅱ層下は遺

構面に達するが、遺構の掘り込み地層であるⅢ層は全調査区の半分以上が砂礫と粘質土層で一部に黒色土層が見

られる。

21遺構と遺物

A区

竪穴住居跡1（A区ST－1）（図37）

A区調査区の南側中央部に位置する。住居跡は隅丸方形の形を呈

し、南北4．50m、東西約5．0mで検出面からの深さは住居跡北側で

29cm、南側で33cm、西側34cm、東側で27cmでほぼ水平である。住居

跡内の遺構にはピットがある。住居跡中央には炉跡がある。住居跡

内は単一の黒色土層で、埋土層からは炭を含む。

出土遺物（図38）

住居跡からの遺物では椀（1）、鉢（2）、高杯（4）、土製支脚（3）

Å
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

！．．－．；　　　　　！

図37　　A区－ST－1遺構平面図
が出土している。椀は内外面ともに指圧によるナデ調整がされてい

る。鉢は内面に刷毛目がみられ、外面には僅かに叩き目がみられる。高杯の杯部は調整が良くなされ脚部に小孔

がある。土製支脚は筒型状をなし指圧調整と叩き目が施されている。5は粗製石包丁で両端が刃部となっている。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

図38－1　93－A区－STl出土遺物
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竪穴住居跡2（A区ST－2）（図39）

A区調査区の南側西部に位置する。住居跡は隅丸方形の形を里し、南北

5．0m、東西約5．20mで検出面からの深さは住居跡北側で18cm、南側で21

cm、西側17cm、東側で15cmでほぼ水平である。住居跡内の遺構にはピット

がある。住居跡北西部の隅には30cmの周溝がある。住居跡中央には炉跡が

ある。住居跡内は単一の黒色土層である。

出土遺物（図40）

住居跡からの遺物では椀（1）、鉢（2）、壷（3．4）が出土している。椀

は内外面ともに指圧によるナデ調整がされている。鉢は内面に刷毛目がみ

られ、外面には叩き目がみられる。壷も内外面は刷毛目調整がなされている。

腐 阜

0　　　　　　　　　　　　　5m
！．．．1：　　　　　！

図39　　A区－ST－2遺構平面図

図40－1　93－A区－ST2出土遺物

竪穴住居跡3（A区ST－3）（図41）

A区調査区の中央部に位置する。住居跡は隅丸方形の形を里し、

南北5．0m、東西約7．0mで検出面からの深さは住居跡北側で15cm、

南側で12cm、西側13cm、東側で10cmでほぼ水平である。住居跡内の

遺構にはピットがあるが近世の土坑により撹乱されている。住居跡

北西部の隅には30cmの周溝がある。住居跡中央には炉跡がある。住

居跡内は単一の黒色土層である。

出土遺物（図42）

住居跡からの遺物では椀（1）、嚢（8．9）、土製支脚（4．5．6）が　　　図41　A区－ST－3遺構平面図

出土している。椀は内外面ともに指圧によるナデ調整がされている。嚢は内面に刷毛目がみられ、外面には叩き

目がみられる。土製支脚は内外面は刷毛目調整と叩き目による調整がなされている。
I l lI

I I ll

立三l

20cm

図42－1　93－A区－ST3出土遺物
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竪穴住居跡4（A区ST－4）（図43）

A区調査区の西部に位置する。住居跡は隅丸方形の

形を呈し、南北5．5m、東西約5．4mで検出面からの深

さは住居跡北側で36cm、南側で37cm、西側34cm、東側

で29cmでほぼ水平である。住居跡内の遺構にはピット

がある。住居跡中央より少し南よりには炉跡がある。

住居跡内は単一の黒色土層である。埋土より炭と多量

の弥生土器が出土している。

出土遺物（図44）

住居跡からの遺物では弥生土器（嚢、椀、鉢、壷、

高杯）土製支脚、鉄鎌、粗製石包丁、砥石が出土して

いる。詳細は遺物観察表を参照されたい。

竪穴住居跡5（A区ST－5）（図45）

A区調査区の南側南東部に位置する。住居跡は隅丸

方形の形を呈し、南北5．5m、東西約5mで検出面か

らの深さは住居跡北側で27cm、南側で24cm、西側23cm、

東側で34cmでほぼ水平である。住居跡内の遺構にはピッ

トがあるが近世の土坑により撹乱されている。住居跡

北西部の隅には30cmの周溝がある。住居跡の炉跡不明

である。住居跡内は単一の黒色土層である。埋土より

多量の弥生土器と炭が出土している。

出土遺物（図46）

住居跡からの遺物で弥生土器（嚢、椀、鉢、壷、高

杯）土製支脚、鉄鎌、租製石包丁、砥石、叩き石、土

師質土器などの遺物が出土している。詳細は遺物観察

表を参照されたい。

－34－
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図43　　A区－ST－4遺構平面図
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図45　　A区－ST－5遺構平面図
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図44－2　　93－A区－ST4出土遺物
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図44－3　　93－A区－ST4出土遺物
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図46－1　93－A区－ST5出土遺物
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図46－2　　93－A区－ST5出土遺物

－40－



図46－3　　93－A区－ST5出土遺物
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図46－4　　93－A区－ST5出土遺物
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図46－6　　93－A区－ST5出土遺物

土坑（A区SK－P）（A区　図54　附属全体図）

出土遺物（図47）

弥生土器について報告をする。

8は椀状の高杯である。内外面とも丁寧なヘラミガキが施されており、脚部に円形の孔を穿つ。9は小型鉢で

ある。底部の形状は不明だが大きさから後期後半に属すると考えられる。

10は高杯である。裾の広い脚部を融資、外面に縦方向のパケ目がみられる。13は嚢である。口緑部は「く」の

字に屈曲しており、形状からヒビノキⅡ式土器後半に属すると考えられる。

14は壷である。頚部が長く、胴部は丸みを帯びている。底部は平らであり、弥生中期後半に属すると考えられ

る。15は嚢である。タタキ出し口縁で外面に横方向の叩き目を施す。13と同様、ヒビノキⅡ式土器後半に属する。

16は嚢の底部である。平底を呈し、胴部には縦方向のパケ調整が施される。ヒビノキI式（後期後半）に属す

るか。
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図47－1　93－A区－SK・P出土遺物
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図48－1　93－A区－Ⅱ層出土遺物
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B区

竪穴住居跡1（B区ST－1）（図49）

B区調査区の南側東部に位置する。住居跡

は円形の形を呈し、東に隣接してB区ST－

2がある。南北7．5m、東西約7．5mで検出面

からの深さは住居跡北側で15cm、南側で13cm、

西側12cm、東側で13cmでほぼ水平である。住

居跡内の遺構はピットがある。炉跡は住居跡

中央部よりやや南側に寄った位置にある。住

居跡内は単一の黒色土層で、埋土層からは炭

を含む。

出土遺物（図50）

住居跡からの遺物では鉢、嚢、粗製石包丁、

鉄鉄、砥石が出土している。鉢は内面に刷毛

目がみられ、外面には僅かに叩き目がみられ

る。嚢は口縁部内面に縦又は横の刷毛目が見

られ、胴部内面は指圧によるナデ調整を施し、

外面は叩き目、刷毛目がみられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

1．．．．；　　　　　l

図49　　B区－ST－1遺構平面図

Å

竪穴住居跡2（B区ST－2）（図51）

B区調査区の南側中央部に位置する。住居跡は隅丸長方形

の形を呈し、西に隣接してB区ST－1がある。南北4．5m、

東西約3．5mで検出面からの深さは住居跡北側で35cm、南側

で40cm、西側31cm、東側で28cmでほぼ水平である。住居跡内

の遺構はピットがある。炉跡は住居跡中央部よりやや南側に

寄った位置にある。住居跡内は単一の黒色土層で、埋土層か

らは炭を含む。

出土遣物（図52）

住居跡からの遺物では椀、鉢、嚢、壷、高杯、土製支脚、

銑鉄が出土している。鉢は内面に刷毛目がみられ、嚢は口縁

部内面に縦又は横の刷毛目が見られ、胴部内面は指圧による

ナデ調整を施し、外面は叩き目、刷毛目がみられる。

－47－
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図51　B区－ST－2遺構平面図
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図50－1　93－B区－STl出土遺物
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図52－2　　93－B区－ST2出土遺物

土坑・溝跡・P・遺物包含層（B区）　（B区　図54　附属全体図）

出土遺物（図53）

弥生土器では鉢（1）、壷（2）が出土している。嚢、壷ともに内面に刷毛目、嚢は外面叩き目、刷毛目がみら

れる。また壷は胴部内面に指圧調整がみられる。

ピット、包含層遺物は土師質土器、土錘が出土している。土師質土器は精錬された胎土が使われ、ロクロによ

る形成、底部は回転糸切り底である。弥生土器は嚢、壷で内面は指圧による調整、外面は刷毛目による調整がな

されている。器台の土製支脚は内外面ともに指圧による調整が施されている。
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1992　A区ST－1遺物観察表
番号

Nq

図

Nn

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

1 7
1

88 A 区

ST－1 ・2

1層　 サブ

椀 弥生土器 6．0 0．5～3mm程度の砂

粒 を含む
内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

2 7
2

90 A 区

ST－1

椀 弥生土器 11．6 3．0 0．5～3皿m大の砂粒
を含む

やや良 内面 ：5YR6／8橙
外面 ：7．5YR6／8橙

断面 ：－

3 7

3

9 A 区

ST－1

椀 弥生土器 9．0 3．0 1．8 0．5～3mm大の砂粒
を含む

不良 内面 ：10YR8／4浅黄橙
外面 ：5YR 7／4 にぷい橙

断面 ：－

4 7

4

80 A 区

ST－1

鉢 弥生土器 12．・4 1～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

5 7

5

82 A 区

ST－1

鉢 弥生土器 13．0 6．7 0．5～3皿皿大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

内面刷毛 目／ナデ

6 7
6

79 A 区

ST－1

鉢

口縁部

弥生土器 16．0 1～3mm程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：〃

外面 ：－

内面刷毛 目

7 7

7

81 A 区

ST－1

鉢 弥生土器 7．4 1～3mm程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／6橙

外面 ：5YR6／6橙
断面 ：－

内面刷毛 目

8 7 8 A 区 鉢 弥生土器 5．7 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR4／2灰黄褐 内面刷毛 目

8 ST－1 を含む 外面 ：10YR7／3にぷい黄橙
断面 ：－

外面叩 き目

9 7 78 A 区 鉢 弥生土器 13．6 0．1～2mm程度の砂 やや良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛目

9 ST－1 粒を含 む 外面 ：ク

断面 ：「

外面叩 き目

10 7 76 A 区 棄 弥生土器 14．0 0．5～3mm程度の砂 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

10 ST－1 口縁部 粒を含 む 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

外面叩 き目

11 7 6 A 区 喪 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR5／3 にぷい黄褐 内面刷毛 目
11 ST－1 口緑部 を含む 外面 ：10YR6／4 にぷい黄褐

断面 ：－

外面叩き目

12 7 77 A 区 要 弥生土器 14．0 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR5／3 にぷい黄褐 内面指圧調整
12 ST－1 口縁部 を含む 外面 ：10YR6／4 にぷい黄褐

断面 ：－

外面叩き自／刷毛 目

13 7 5 A 区 嚢 弥生土器 15．2 1～2mm大の砂粒を やや良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 日／指圧調整
13 ST－1 口緑部 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目／叩き目

14 7 74 A 区 尭 弥生土器 17．0 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

14 ST－1 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目

15 7 3 A 区 嚢 弥生土器 16．4 0．5～2皿m大 の砂粒 良 内面 ：10YR 6／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

15 ST－1 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面口緑部刷毛 目／叩き目

16 7 2 A 区 襲 弥生土器 14．4 0．5～2m皿大の砂粒 やや良 内面 ：10YR8／6黄橙 内面指圧調整／口縁部刷毛 目

16 ST－1 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面刷毛 目

17 7 4 A 区 賓． 弥生土器 15．0 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR5／4にぷい褐 内面刷毛 目／指圧調整

17 ST－1 を含む 外面 ：7．5YR4／6褐

断面 ：－

外面叩き目／叩 き日

18 7 1 A 区 嚢 弥生土器 21．0 2～3mm大の砂粒 を 良 内面 ：5Ⅵ14／6赤褐 内面指圧調整

18 ST－1 含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

19 7
19

83 A 区

ST－1

底部 弥生土器 1～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：2．5Y4／2暗灰黄

外面 ：7．5Y6／4にぷい橙

断面 ：－

内面指圧調整

20 7 86 A 区 底部 弥生土器 2．4 1～3皿皿大の砂粒 を やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面指圧調整
20 ST－1 含む 外面 ：5YR5／4にぷい赤褐

断面 ：－

外面叩 き目

21 7
21

84 A 区

ST－1

底部 弥生土器 2．8 0．5～2mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

22 7 7 A 区 底部 弥生土器 3．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面指圧調整

22 ST－1 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛日／叩き目

23 7 85 A 区 底部 弥生土器 5．2 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面指圧調整

23 ST－1 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩 き目

24 7

24

87 A 区

ST－1

底部 弥生土器 4．6 0．5～1m皿大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：N2／黒

外面 ：10YR6／4 にぷい黄橙
断面 ：－

底部に1．5cm の穿孔あ り

25 7

25

96 A 区

ST－1
上層

口縁部 瓦質土器 31．0
推定

不良 内面 ：2．5Y7／2灰黄

外面 ：N5／灰

断面 ：－

26 7 75 A 区 士璽E 弥生土器 20．0 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／6橙
26 ST－1 口縁部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－
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番号

N G

図

Nn

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口錘 器高 底径

27 7 73 A 区 ・＝とr璽 弥生土器 20．6 0．5～ 2mm大の砂粒 やや良 内面 ：2．5YR6／8橙

27 ST－1 口縁部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

28 7
28

91 A 区

ST －1
上層

嚢 弥生土器 やや良 内面 ：2．5Y6／3にぷい黄

外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：－

搬入土器

胎土に雲母を含む

29 7 72 A 区 ＝土ご里 弥生土器 17．2 0．5～ 2mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙

29 ST－1 口縁部 推定 を含む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

30 7 10 A 区 高杯 弥生土器 15．3 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

30 ST－1 脚部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目

脚部に4つ穿孔 あり

31 7

31

93 A 区

ST－1

高杯

脚部

須恵器 精錬 された粘土 不良 内面 ：5Y8／1灰 白
外面 ：ク

断面 ：－

32 7

32

11 A 区

ST－1

高杯

脚部

土師器 精錬 された粘土 不良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙
外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

33 7 12 A 区 土製支脚 器台 15．0 7．5 1～2m皿大の砂粒を 良 内面 ：10 Y R 7／3にぷい黄橙 内面指圧調整

33 ST－1 含む 外面 ：ク
断面 ：一

外面叩き目

34 7 89 A 区 土製支脚 器台 3．7 2．2 1－2mm程度の砂粒 不良 内面 ：－

34 ST－1 突起部分 全長 全幅 を含む 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：－

35 7

35

92 A 区

ST．－1

皿 土師器 21．0 2．8 精錬された胎土 良 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面箆磨 き調整／暗文
外面箆調整

36 7 95 A 区 椀 土師質土器 9．2 精錬された胎土 不良 内面 ：7．5YR8／4浅黄橙 ロクロによる形成／底部糸切 り

36 ST－1 底部 外面 ：ク
断面 ：－

底

37 7 94 A 区 土鍋 瓦質土器 2．0～3．7 1mm程 度の砂粒を 不良 内面 ：10YR4／1褐灰

37 ST－1
上層

脚部 幅 含む 外面 ：10YR5／3にぷい黄褐

断面 ：－

38 7 98 A 区 土錘 土師質 2．8 1．5 1．5 1－ 2mm程度の砂粒 不良 内面 ：－

38 ST－1 全長 全幅 全厚 を含む 外面 ：10YR7／3にぷい黄橙

断面 ：ク

39 7 97 A 区 土錘 土師質 2．7 1．4 1．0 1～ 2mm程度の砂粒 不良 内面 ：－

39 ST－1 全長 全幅 全厚 を含む 外面 ：10YR8／3浅黄橙

断面 ：－

1992　A区ST－2遺物観察表
番号

Nn

図

Nn

写真

No．

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

40 9
1

108 A 区

ST－2

・＝ヒ璽
口緑部

弥生土器 1～2．5mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：2．5YR6／6橙
外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

内面ナデ

41 9
2

106 A 区

ST－2

底部 弥生土器 1．4 2～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：5YR 7／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

42 9 101 A 区 襲 弥生土器 15．0 2～3mm大の砂粒 を 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ／刷毛 目

3 ST－2 口緑部 含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

43 9 14 A 区 嚢 弥生土器 12．4 19．3 2～3m皿程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面口縁部刷毛 目／指圧調整

4 ST－2 を含む 外面 ：〃

断面 ：－

外面叩 き目

44 9 100 A 区 賓 弥生土器 15．0 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面ナデ

5 ST－2 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

45 9 102 A 区 棄 弥生土器 16．0 1～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 内面刷毛 目

6 ST－2 口縁部 を含む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

外面叩き目

46 9
7

15 A 区

ST－2

棄

口緑部

弥生土器 11．3 2～3m皿程度の砂粒

を含 む

やや良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙
外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

47 9 109 A 区 底部 弥生土器 3．4 3～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR 7／4 にぷい橙 内面指圧ナデ

8 ST－2 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

48 9
9

107 A 区

ST－2

底部 弥生土器 3．4 1～2m皿程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：7．5YR 7／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

49 9
10

105 A 区

ST－2

椀
底部

須恵器 6．4 精錬された胎土 やや良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：N4／灰

断面 ：－

ロクロによる形成

50 9
11

104 A区

ST－2

胴部 弥生土器 2～3mm大の砂粒を

含む

不良 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク

断面 ：－
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番号

Nn

図

Nn

写真

m

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

51 9 13 A 区 ・＝ヒ蟹 弥生土器 13．0 20．1 4．0 2～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 日

12 ST－2 推定 を含む 外面 ：5YR7／6橙

断面 ：7．5YR8／4浅黄橙

外面刷毛 日／指圧調整

52 9 99 A 区 高杯 弥生土器 18．8 6．0 3．8 1～ 2m皿程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR7／8橙 内面刷毛 目

13 ST－2
サブ　 2層

杯部 を含む 外面 ：〃
断面 ：－

外面刷毛 日／ナデ

53 9 17 A 区 高杯 弥生土器 14．4 6．2 8．2 1～ 2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR7／8橙 内面刷毛 目

14 ST－2
P l

を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面刷毛 目

54 9 103 A 区 士璽 弥生土器 26．0 2～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

15 ST－2 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目

55 9

16

16 A区

ST－2

高杯

脚部

弥生土器 10．8 1～ 2mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR8／4浅黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

56 9
17

110 A区

ST－2

高杯

脚部

弥生土器 6．8 1～ 2mm程度の砂粒

を含む
不良 内面 ：10YR7／3にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

脚部に4～5mmの穿孔

57 9 111 A 区 土製支脚 器台 2．4 1～ 2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：－ 外面箆調整

18 ST・－2 突起部 全幅 を含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

58 9

19

112 A 区

ST－2

紡錘車 3．1
直径

2．5
孔径

良 内面 ：－

外面 ：7．5YR6／6橙
断面 ：－

穿孔がある

59 9

20

113 A 区

ST－2

底部 弥生土器 9．1
内面 ：7．5Y7／0灰 白

外面 ：10YR7／3 にぷい黄橙

1992　A区ST－4遺物観察表
番号

NG

図

N n

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

60 12 148 A 区 椀 弥生土器 10．0 3．5 2～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5Ⅵ15／6明褐 内面指圧調整

1 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：一

外面指圧調整

61 12

2

41 A 区

ST－4

椀 弥生土器 11．3 4．5 2．2 2～3mmの砂粒を含
む

やや良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：10YR8／6黄橙
断面 ：10YR8／4浅黄橙

内面刷毛 目

62 12 34 A 区 鉢 弥生土器 10．0 5．6 1～2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：N3／暗灰 内面刷毛 目
3 ST－4 を含む 外面 ：10YR7／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面はけめ

63 12 36 A 区 鉢 弥生土器 1～2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 日

4 ST－4 を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面刷毛 目

64 12

5

38 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 9．6 6．4 2～3mm大の砂粒 を
含 む

やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

65 12

6

37 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 12．0 6．0 1～3m皿程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク
断面 ：－

66 12
7

32 A 区

ST－4

鉢

口縁部

弥生土器 9．0 2～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

67 12 43 A 区 鉢 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面指圧調整／刷毛 目

8 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

68 12 29 A 区 鉢 弥生土器 10．8 7．7 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR 7／6橙 内面刷毛 目

9 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR 6／6橙
断面 ：－

外面叩き目

69 12 44 A 区 鉢 弥生土器 6．9 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

10 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面ナデ

70 12

11

42 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 11．8 8．7 2～3m皿程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR 7／6橙

外面 ：〃

断面 ：－

内面刷毛 目

71 12 161 A 区 胴部 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR 7／4 にぷい橙 内面ナデ

12 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙

断面 ：－

外面叩き目

72 12 138 A 区 鉢 弥生土器 21．0 5．5 2～4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR 7／4 にぷい橙 内面ナデ
13 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

73 12 126 A 区 鉢 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 日
14 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

74 12 35 A 区 鉢 弥生土器 16．8 2～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR 7／6橙 内面刷毛 目

15 ST－4 を含 む 外面 ：7．5Ⅵ17／4にぷい橙

断面 ：－

外面叩き目
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75 12

16

154 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 2～4m皿程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：7．5YR5／4にぷい褐

断面 ：－

外面叩き目

76 12 39 A 区 鉢 弥生土器 16．4 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

17 ST－4 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩き日

77 12 155 A 区 鉢 弥生土器 19．4 5．1 4．0 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛 目

18 ST－4 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

78 12

19

40 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 14．6 5．9 3．0 3～4mm程度の砂粒

を含 む

やや良 内面 ：7．5YR 7／6橙

外面 ：ク

断面 ：・－

内面ナデ

79 12

．20

146 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 15．4 6．5 4．0 1～3m皿程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10Ⅵ16／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目

80 12

21

162 A 区

ST－4

底部 弥生土器 3～5mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：2．5Y4／2暗灰黄

外面 ：10YR5／8黄褐

断面 ：－

内面ナデ

81 12
22

160 A 区

ST－4

底部 弥生土器 4．4 2～4mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：．7．5YR7／6橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面叩き目

82 12

23

153 A 区

ST－4

底部 弥生土器 3～4皿m程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：一

外面刷毛目

83 12

24

151 A 区

ST－4

底部 弥生土器 3～5mm程度の砂粒

を含む

不良 内面 ：5YR6／4にぷい橙

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

84 12

25

149 A 区

ST－4

底部 弥生土器 5．0 2～ 4皿程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

85 12 131 A 区 賓 弥生土器 2～4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面刷毛日

26 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

断面 ：－

外面ナデ

86 12
27

132 A 区

ST－4

鉢

口緑部

弥生土器 1～4mm程度の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛日

87 12 117 A 区 嚢 弥生土器 20．0 15．1 2～ 4mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛目

28 ST－4

B P l

口緑部

胴部

を含む 外面 ：2．5YR6／6橙

断面 ：－　　　　　　 ．

外面叩 き日／ナデ／指圧調整

88 12 115 A 区 嚢 弥生土器 3～5mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面ナデ

29 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面 口緑部下刷毛 目／叩き目

89 12 124 A 区 嚢 弥生土器 2～4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛目

30 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩 き目

90 12 121 A 区 嚢 弥生土器 15．0 2～ 4mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面口縁部刷毛目／ナデ

31 ST－4 口縁部

胴部

を含む 外面 ：〃

断面 ：－

外面叩 き目

91 12 122 A 区 嚢 弥生土器 14 ．0 1～ 4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目／ナデ

32 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：N2／黒

断面 ：－

外面叩 き目

92 12 123 A 区 嚢 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛目

33 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

93 12 120 A 区 尭 弥生土器 13．4 2～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面刷毛目

34 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩 き目

94 12 125 A 区 嚢 弥生土器 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 内面刷毛目

35 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙
断面 ：－

外面叩 き目

95 12 27 A 区 嚢 弥生土器 15．4 1～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛目

36 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩 き目

96 12 25 A 区 襲 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR 5／6明赤褐 内面刷毛 目

37 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

97 12 26 A 区 嚢 弥生土器 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：10Ⅵ17／4にぷい黄橙 内面刷毛 目

38 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

98 12 118 A 区 襲 弥生土器 14．6 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／3にぷい黄橙 内面刷毛 日／ナデ

39 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

99 12

40

116 A 区

ST－4

嚢

口縁部

弥生土器 13．4 2～3mm程度の砂粒

を含む

良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面叩 き日／口縁部刷毛目

100 12 24 A 区 尭 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR5／4にぷい褐 内面刷毛 目

41 ST－4 胴部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き日
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101 12 28 A 区 襲 弥生土器 16．0 2～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

42 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き日

102 12 23 A 区 嚢 弥生土器 15．2 1～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目／ナデ

43 ST－4 口緑部
胴部

を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩き目

103 12 114 A 区 棄 弥生土器 2～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR 7／6橙 内面刷毛目

44 ST－4 口縁部

胴部

を含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩き目

104 12 119 A 区 嚢 弥生土器 2～4mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面ナデ

45 ST－4 口緑部

胴部

を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

105 12 145 A 区 嚢 弥生土器 5．0 2～ 4m皿程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛日／ナデ

46 ST－4 胴部 を含む 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

外面叩 き日／刷毛目

106 12 2 1 A 区 棄 弥生土器 16．0 2～ 4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／3にぷい黄橙 内面刷毛目／ナデ

47 ST－4 口緑部

胴部

を含む 外面 ：10YR7／6明黄褐

断面 ：－

外面叩 き目

107 12 18 A 区 襲 弥生土器 13．7 21．0 2～ 4m皿程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面刷毛目

48 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR5／3にぷい褐

断面 ：－

外面叩 き目

108 12 45 A 区 嚢 弥生土器 10．8 13．1 1～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面ナデ

49 ST－4 を含む 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩 き目

109 12 20 A 区 嚢 弥生土器 16．0 28．3 4．0 2～ 4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

50 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

110 12 22 A 区 襲 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面ナデ

51 ST－4 胴部 外面．：ク
断面 ：－

外面叩 き目

111 12 19 A 区 嚢 弥生土器 10．0 20．6 3．5 3～ 4mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面口縁部刷毛目／ナデ

52 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き日

112 12 33 A 区 底部 弥生土器 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面指圧調整

53 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面－

外面叩き目

113 12 157 A 区 底部 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙 内面刷毛目

54 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR5／3 にぷい褐

断面 ：－

外面叩き目／刷毛 目

114 12 150 A 区 嚢 弥生土器 2～3m皿程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5 Y R 6／4にぷい橙 内面ナデ

55 ST車4 底部 を含む 外面 ：10 Y R 6／4 にぷい黄橙
断面 ：－

外面叩き目／刷毛目

115 12 158 A 区 底部 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙 内面ナデ

56 ST－4 を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩 き目

116 12 152 A 区 底部 弥生土器 4．云 1～3mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛目

57 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

117 12 30 A 区 底部 弥生土器 2～3m皿程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR5／6明褐 内面ナデ

58 ST－4 を含む 外面 ：．10YR5／3にぷい黄褐

断面 ：

外面刷毛目／叩き目

118 12 163 A 区 底部 弥生土器 3．0 1～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／8橙 内面ナデ

59 ST－4 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

119 12 147 A 区 底部 弥生土器 3．8 2～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5Y5／1灰 内面ナデ

60 ST－4 を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面刷毛日

120 12

61

156 A 区

ST－4

底部 弥生土器 3．4 2～ 3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：10YR7／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩 き目

121 12 159 A 区 底部 弥生土器 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR5／6明褐 内面刷毛目

62 ST－4 を含む 外面 ：7．5YR4／6褐

断面 ：－

外面叩 き目／刷毛目

122 12

63

46 A 区

ST－4

高杯

脚部

弥生土器 2～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：5YR6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

123 12 134 A 区 士璽 弥生土器 32．0 2～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／8黄橙 内面刷毛日

64 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：5YR7／6橙
断面 ：－

外面口縁部へ ラによる施文／頚

部刷毛 目

124 12

65
127 A 区

ST－4

賓

口緑部

弥生土器 15．0 5．0 1～4mm程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：5YR7／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

125 12 133 A 区 士璽 弥生土器 16．0 1～4mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR 6／8橙 内面刷毛目

66 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

126 12 128 A 区 士翌 弥生土器 19．2 2～4m皿程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR 7／8橙 内面刷毛 目

67 ST－4 口緑部 を含む 外面 ：〃

断面 ：－

外面刷毛 目
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127 12

68

129 A 区

ST－4

・＝ヒ一室E
口緑部

弥生土器 16．5 2～4mm程度の砂粒
を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

128 12

69

135 A 区

ST－4

・＝ヒ璽E
口緑部

弥生土器 14．4 1～ 3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

外面刷毛目

129 12
70

136 A 区

ST－4

嚢

口緑部

弥生土器 15．2 1～ 3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR8／4浅黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面横ナデ

130 12 31 A 区 嚢 弥生土器 14．0 1～ 3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面刷毛目
71 ST－4 口緑部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙

外面刷毛目／叩き目

131 12

72

130 A 区

ST－4

口緑部 弥生土器 1～2mm程度の砂粒
を含む

良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙
外面 ：‘ク

断面 ：－

口縁部外面に施文

132 12

73

141 A 区

ST－4

底部 須恵器 12．8 1皿1程度 の砂粒 を
含む

良 内面 ：N6／0灰
外面 ：10Y7／0灰 白

断面 ：－

ロクロによる形成

133 12

74

137 A 区

ST－4

・こヒ璽
口緑部

弥生土器 16．4 1～2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

134 12 142 A 区 土錘 土師質 4．7 1．5 1．4 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙
75 ST－4 全長 全幅 全厚 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

135 12

76

144 A 区

ST－4

杯

底部

土師質土器 14 ．0 精錬 された胎土 不良 内面 ：10YR8／4浅黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

136 12
77

143 A 区

ST－4

椀

底部

土師質土器 4．0 1mm程度 の砂粒 を

含む

やや良 内面 ：10YR 8／4浅黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

高台底部回転糸切 り

137 12
78

139 A 区

ST－4

叩石 石器 11．6
全長

8．3
全幅

2．6
全厚

1

138 12

79

140 A 区

ST－4

石包丁

粗製
石器 3．8

全長
4．8

全幅
0．4

全厚

1992　A区ST－5遺物観察表
番号

Ph

図

Na

写真

Ph

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

139 ． 14 169 A 区 底部 弥生土器 11．0 13．0 2～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：5YR 7／8橙 内面刷毛 目

1 ST－5 を含む 外面 ：5YR 6／8橙

断面 ：－

外面刷毛 目

140 14 47 A 区 襲 弥生土器 12．6 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛 日／ナデ

2 ST－5 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目／叩 き日

141 14 48 A 区 椀 弥生土器 8．7 3．5 1～3mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧調整
3 ST－5 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

142 14

4

49 A 区

ST－5

須恵器 蓋 14．6

2．9

つまみ径

1．8 ‘精錬された胎土 良 内面 ：N 6／0灰

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／横ナデ調整

1992　A区ST－6遺物観察表
番号

NG

園

Ih

写真

N a

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 ． 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

143 16
1

165 A 区

ST－6

鉢 弥生土器 13．4 6．6 4．0 0．5～3mm程度の砂

粒を含 む

良 内面 ：10YR8／6黄橙 ・

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛日

144 16

2

51 A 区

ST－6

鉢 弥生土器 12．2 7．7 1～3m皿程度の砂粒

を含む

良 内面 ：5Ⅵ17／8橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

145 16 52 A 区 鉢 弥生土器 15．8 7．5 1～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5Ⅵ17／6橙 内面刷毛目

3 ST－6 高杯 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き日

146 16 166 A 区 底部 弥生土器 5．6 1～3皿皿大の砂粒を 良 内面 ：7．5YR8／6浅黄橙 内面刷毛目
4 ST－6 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

147 16 53 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 4．5 2～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙 内面刷毛 日
5 ST－6 底部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

148 16 50 A 区 蛮 弥生土器 13．4 22．7 1～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5Y7／6橙 内面刷毛 日

6 ST－6 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩き目

－57－



番号

NG

図

Na

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

149 16 164 A 区 士蟹 弥生土器 18．0 0．5～ 3mm大の砂粒 やや良 内面 ：5YR7／8橙 内面刷毛目

7 ST－6 口緑部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

150 16 168 A 区 高杯 弥生土器 17．0 0．5～ 2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛日

8 ST－6 脚部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目／刺突文

151 16
9

167 A 区

ST－6

杯部 弥生土器 1～3mm大の砂粒 を
含む

やや艮 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク

断面 ：－

152 16

10

174 A 区

ST－6

砥石 石器 13．9
全長

11．5
全幅

2．8
全厚

153 16

11

172 A 区

ST－6

鉄製品

鉄鉄

金属製品 4 ．7
全長

2．2
全幅

1．1
全厚

1992　A区Ⅱ層遺物観察表

番号

NG

図

N o．

写真

No．

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

154 17

1

170 A 区

Ⅱ層

蓋 須恵器 16．0

3．0

つまみ径

3．5 精錬 された胎土 良 内面 ：5Y6／1灰

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

155 17
2

171 A 区

Ⅱ層

胴部 緑粕陶器 精錬 された胎土 良 内面 ：10YR8／1灰自

外面 ：一

断面 ：10YR7／4にぷい黄橙

156 17
3

173 A 区

Ⅱ層

椀

口緑部

青磁 精錬 された胎土 良 内面 ：7．5Y6／2灰オリーブ

外面 ：〃

断面 ：2．5Y7／1灰白

1992　B区ST－1遺物観察表
番号

NG

図

N a

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 森高 底径

157 19

1

57 B 区

ST－1

鉢 弥生土器 15．1 7．2 3．9 0．5～2mm大の砂粒

含む

良 内面 ：10YR7／6明黄褐

外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

158 19 177 B 区 鉢 弥生土器 15．2 7．1 4 ．0 0．5～2mm大 の砂粒 良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

2 ST－1 含む 外面 ：7．5YR7／4橙

断面 ：－

外面叩き目

159 19 58 B 区 鉢 弥生土器 16．8 7．2 0．5～2mm大の砂粒 内面 ：10YR 8／4浅黄橙 内面刷毛 目

3 ST－1 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

160 19
4

55 B 区

ST－1

鉢 弥生土器 16．5 7．6 3．8 0．5～4mm大の砂粒
含む

良 内面 ：7．5YR 7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目／外面叩き目

161 19 180 B 区 鉢 弥生土器 16．8 7．2 4．7 0．5～3mm大の砂粒 良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

5 ST－1 を含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩き目

162 19 176 B 区 嚢 弥生土器 17．8 0．5～2m皿大の砂粒 良 内面 ：7．5YR 7／6橙 内面ナデ／刷毛目／指圧痕

6 ST－1 口緑部 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目

163 19 54 B 区 嚢 弥生土器 15．5 26．2 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR 7／6灰 内面胴部指圧ナデ調整／口縁部刷

7 ST－1 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

毛 目

外面胴上部は叩き目／下部刷毛目

164 19 178 B 区 底部 弥生土器 5．4 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

8 ST－1 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目 ・刷毛 目

165 19 175 B 区 嚢 弥生土器 12．7 0．5～4mm大の砂粒 良 内面 ：10YR5／4 にぷい黄褐 内面ナデ調整／叩 き目

9 ST－1 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

166 19 56 B 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 5．5 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：2．5Y6／2灰黄 内面刷毛目

10 ST－1 底部 を含む 外面 ：7．5Ⅵ17／8黄橙
断面 ：－

外面叩き目 ・刷毛 目

167 19

11

179 B 区

ST －1

砥石 石器 15．3
全長

7．9
全幅

1．9
全厚

－58－



1992　B区ST－2遺物観察表
番号

NG

図

N G

写真

Na

‘一出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （C皿）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

168 21 186 B 区 椀 弥生土器 9．0 2．7 0．5～2m皿大の砂粒 やや良 内面 ：7．．5YR7／6橙 内面指圧痕

1 ST－2 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面指圧痕

169 21
2

185 B 区

ST－2

士璽
底部

弥生土器 3．0 0．5～1mm大の砂粒

含む

良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目

170 21

3

183 B 区

ST－2

－＝ヒ宜
底部

弥生土器 2．0 0．5～1皿Ⅲ大の砂粒
含む

やや良 内面 ：5Ⅵ‡7／6橙

外面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙

断面 ：－

171 21 60 B 区 鉢 弥生土器 11．9 0．2～3．5mm大の砂 やや良 内面 ：5Ⅵ16／6橙 内面指圧

4 ST－2 口縁部 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目

172 21

5

184 B 区

ST－2

鉢

口縁部

弥生土器 16．0 0．5～2mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：ク
断面 ：－

173 21 182 B 区 嚢 弥生土器 12．5 0．5～3．5mm大の砂 良 内面 ：N3／0暗灰 内面刷毛 目

6 ST－2 粒 を含む 外面 ：10YR8／4浅黄橙

断面 ：－

外面叩き日 ・刷毛目

174 21
7

59 B 区

ST－2

士翌
底部

弥生土器 2．4 0．5～2mm大の砂粒

を含む

良 ． 内面 ：7．5YR6／6

外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目／刷毛 目

175 21 181 B 区 士璽 弥生土器 0．5～3mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧ナデ

8 ST－2 胴部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目／刷毛 目

1992　B区ST－3遺物観察表
番号

N o．

図

m

写真

Nq

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

176 23

1

190 B 区

甲－3

鉢 弥生土器 14 ．0 0．5～2mm大の砂粒

を含む
内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

177 23
2

189 B 区

ST －3

棄

底部

弥生土器 3．5 0．5～2mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：10YR5／2灰黄褐
外面 ：ク

断面 ：－

内面指圧痕／刷毛目

178 23 188 B 区 嚢 弥生土器 4．7 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 内面指圧痕

3 ST－3 ．底部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

179 23
4

187 B 区

ST－3

賓

底部

弥生土器 0．5～2mm大の砂粒

を含む
内面 ：10YR6／3にぷい黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面刷毛 目

180 23 64 B 区 嚢 弥生土器 14．6 0．2～3mm程度の砂 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面口緑部刷毛目

5 ST－3 口緑部

胴部

推定 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

1992　B区ST－5遺物観察表
番号

Na

図

Na

写真

N o．

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

181 26 191 B 区 嚢 弥生土器 15．2 0．5～2mm大の砂粒 不良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

1 ST－5 口緑部 を含む 外面 ：5YR7／6橙

断面 ：－

外面叩 き目

182 26

2

192 B 区

ST－5

杯 須恵器 10．2 3．7 0．5～2mm大の砂粒
を含む

やや良 内面 ：5Y7／1灰自
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによるナデ調整

1992　B区ST－6遺物観察表
番号

Nn

園

NG

写真

m

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

183 28 194 B 区 鉢 弥生土器 14．0 0．5～2皿大の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

1 ST－6 口縁部 を含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

外面叩 き目

184 28 193 B 区 賓 弥生土器 15．8 0．5～2m皿大の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛目

2 ST－6 ロ縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

185 28

3

61 B 区

ST－6

鉢 弥生土器 16．6 7．9 4．0 0．5～2皿Ⅲ大の砂粒
を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目

－59－



1992　B区ST－7遺物観察表
番号

Nn

図

Nn

写真

N G

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法皇 （cm）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

186 29 195 B 区 鉢 弥生土器 7．7 7．2 2．0 2～3．5mm大の砂粒 やや良 内面 ：5YR6／8橙 内面刷毛目

1 ST－7 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

187 29 196 B 区 鉢 弥生土器 10．0 6．3 5．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

2 ST－7 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩 き目

188 29

3

197 B 区

ST－7

・＝ヒ璽
底部

弥生土器 6．9 2～3．5mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：5YR6／8橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面刷毛目

1992　B区ST－9遺物観察表
番号

Nn

図

Nn

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

189 31
1

199 B 区

ST－9

椀 弥生土器 12．0 6．2 0．5～2mm大の砂粒

を含 む

良 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面ナデ／刷毛日

190 31

2

65 B 区

ST－9

椀 弥生土器 8．9 6．3 3．5 0．5～1m皿大の砂粒
含む

良 内面 ：5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

191 31 208 B 区 鉢 弥生土器 14．8 1．5～3m皿大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

3 ST－9 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目／刷毛 日

192 31

4

206 B 区

ST－9

鉢

口縁部

弥生土器 1．5～3mm大の砂粒

を含む

不良 内面 ：7．5YR7／8黄橙

外面 ：7．5YR8／8黄橙
断面 ：－

193 31 67 B 区 棄 弥生土器 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面タテナデ

5 ST－9 底部 を含む 外面 ：5YR 6／6橙

断面 ：－

外面叩き目／一部へラ

底部に穿孔0．4mmあ り

194 31 66 B 区 嚢 弥生土器 11．4 3．6 0．5～2mm大の砂粒 不良 内面 ：N3／0暗灰 内面ナデ仕上げ・刷毛 目

6 ST－9 胴部 ．
底部

を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：一

外面叩き目

底部に穿孔1cmあ り

195 31 207 B 区 棄 弥生土器 0．5～2m皿大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面ナデ仕上げ

7 ST－9 底部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

底部に穿孔0．5mmあり

196 31 205 B 区 一∃Lゴ．璽 弥生土器 16．2 1．5～3mm大の砂粒 やや良 内面 ：N3／0暗灰 内面刷毛 目

8 ST－9 口縁部 推定 を含む 外面 ：10R 6／6赤橙

断面 ：－

外面刷毛 目

197 31 198 B 区 士璽 弥生土器 22．0 0．2～3mm程度の砂 やや良 内面 ：5YR6／8橙 内面刷毛 目

9 ST－9 口緑部 推定 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面タテ刷毛 目

198 31 204 B 区 襲 弥生土器 13．3 0．5～3皿Ⅲ大の砂粒 やや良 内面 ：2．5YR5／6明赤褐 内面刷毛 目

10 ST－9 口縁部

胴部

推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目／刷毛目

199 31 63 B 区 嚢 弥生土器 3．4 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面ナデ ・刷毛目

11 ST－9 胴部

底部
を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

200 31 62 B 区 嚢 弥生土器 11．7 20．1 4．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内外面タテナデ

12 ST－9 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目／外面叩 き目

1992　B区SD－1・P・Ⅱ層遺物観察表
番号

Na

図

Nn

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

201 32

1

211 B 区

P－62

皿 土師器 9．8 1．0 7．2 精錬された胎土 やや良 内面 ：10Ⅵモ8／4浅黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部箆削 り

202 32

2

209 B 区

P－62
皿 須恵器 10．6 2．3 6．6 0．5～1mm大の砂粒

含む
やや良 内面 ：2．5Y8／4淡黄

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる／底部箆削り

203 32

3

210 B ・区

P－62

椀 土師器 9．2 3．0 6．3 0．5～1mm大の砂粒

含む

やや良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部箆削 り

204 32

4

212 B 区

P－62

杯 土師器 7．2 0．5～1．5mm大の砂
粒を含む

やや良 内面 ：10Y8／1灰自

外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

ロクロによる形成／底部箆削 り

205 32

5

213 B 区

P－62

椀
底部

土師器 5．5 0．5～1mm大の砂粒

含む

不良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

206 32

6

202 B 区

P－232

鉢 弥生土器 10．1 4．2 3．4 1～2mm大の砂粒 を
含む

良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目

－60－



番号

No．

図

No．

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （C皿）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

207 32 200 B 区 襲 弥生土器 4．0 1．5～ 2mm大の砂粒 やや良い 内面 ：N2／0黒 内外面 ロクロ回転横 ナデ

7 P－232 底部 推定 を含む 外面 ：5YR5／6明赤褐

断面 ：－

外面一部へラ／焼成ゆがみ

208 32

8

201 B 区

P－191

士里
底部

弥生土器 5．2 1．5～ 2mm大の砂粒
を含む

良 内面 ：2．5Ⅵ16／8橙

外面 ：10YR 5／3 にぷい黄褐

断面 ：－

底部外面叩き目

209 32
9

203 B 区

P－232

士翌
底部

弥生土器 7．6 0．5～ 2mm大の砂粒
を含 む

やや良い 内面 ：5YR7／8橙
外面 ：ク

断面 ：－

210 32
10

217 B 区

Ⅱ層

底部 弥生土器 4 ．4 0．5～ 1mm大の砂粒

含む

良 内面 ：7．5YR 7／6橙
外面 ：7．5Ⅵモ7／6橙

断面 ：－

内面横 ナデ／外面口縁部横ナデ

211 32 216 B 区 蓋 須恵器 18．1 1．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10BG6／1青灰 外面へラ／回転横ナデ

11 P－67 推定 を含 む 外面 ：〃
断面 ：－

内面横ナデ

212 32 215 B 区 蓋 須恵器 14．0 2．0 1．5～2mm程度の砂 良 内面 ：5Y6／1灰 内面ナデ仕上げ

12 P－193 粒を含む 外面 ：5Y6／1灰

断面 ：－

外面回転横ナデ

ボタン状つ まみ

213 32

13

214 B 区

P－185

鍋

口縁部

石鍋 26．6 内面 ：N5／0灰

外面 ：N2／0黒

断面 ：－

滑石製

214 32 68 B 区 襲 ・弥生土器 16．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面 タテナデ／口縁部刷毛 目

14 SD－6 口緑部

胴部

を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面 タテナデ／叩 き目

215 32

15

70 B 区

SD－6

・＝ヒ蟹 弥生土器 7．9 14．3 3．7 0．5～3mm大の砂粒
を含 む

良 内面 ：7．5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面指圧ナデ

216 32

16

69 B 区

SD－6

嚢

胴部

弥生土器 6．0 0．5～3mm大の砂粒
を含む

やや良 内面 ：2．5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

1992　C区ST－1遺物観察表
番号

NG

図

‰

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）
胎土 焼成 色調

特徴
成形／調整／その他

口径 器高 底径

217 34 233 C 区 椀 弥生土器 11．1 3．6 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧痕

1 ST－1 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧痕

218 34
2

220 C 区

ST－1

椀 弥生土器 9．4 2．3 0．5～3皿Ⅲ大の砂粒

を含む

良 内面 ：2．5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面指圧痕

219 34

3

232 C 区

ST－1

椀 弥生土器 11．3 4 ．9 3．2 0．5～1mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙

外面 ：〃

断面 ：－

内面刷毛目

220 34

4

238 C 区

ST－1

鉢

口緑部

弥生土器 16．2 1～2mm大の砂粒を

含む

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面 タテナデ

221 34 241 C 区 ＝土ご宝亘 弥生土器 15．4 石英、小石を含む 良 内面 ：10YR3／2黒褐 胎土金雲母混入

5 ST－1 口緑部 外面 ：ク
断面 ：－

搬入土器

222 34 240 C 区 ・＝ヒヨ互 弥生土器 12．8 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR5／6橙 内面刷毛日

6 ST－1 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

223 34 237 C 区 －＝Lr∃E 弥生土器 0．5～1mmの砂粒を 良 内面 ：5YR6／6橙 内面横ナデ

7 ST－1 胴部 含む 外面 ：〃

断面 ：－

外面口縁部下に叩 き目

224 34 228 C 区 嚢 弥生土器 14．4 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面口緑部刷毛目／ナデ

8 ST－1 口緑部 を含む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

外面 タテ刷毛 目

225 34 242 C 区 ・＝上ご璽 弥生土器 18．0 石英、小石を含む 良 内面 ：10YR5／3にぷい黄褐 内面横ナデ

9 ST－1 口縁部 推定 外面 ：ク

断面 ：－

胎土金雲母混入

搬入土器

226 34 239 C 区 士宝E 弥生土器 0．5～1mmの砂粒 を 良 内面 ：2．5Y6／3にぷい黄 内面横ナデ

10 ST－1 口緑部 含む 外面 ：7．5YR7／6橙
断面 ：－

外面 タテ刷毛 目

二重 口緑／縄状帯

227 34 229 C 区 棄 弥生土器 2．6 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：10YR6／2灰黄褐 内面指圧ナデ

11 ST－1 底部 を含む 外面 ：10YR7／6明黄褐

断面 ：－

外面叩 き目

228 34 71 C 区 士宝E 弥生土器 1～2mm大の砂粒 を 不良 内面 ：5YR4／4にぷい赤橙 内面横ナデ／刷毛目

12 ST－1 胴部 含む 外面 ：5YR5／8明赤褐

断面 ：－

外面刷毛目・ナデ

229 34 227 C 区 ▼＝ヒ宝E 弥生土器 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：2．5Y6／3にぷい黄 内面口緑部刷毛目

13 ST－1 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面 タテ刷毛 目
縄状貼 り付 け

230 34
14

234 C 区

ST－1

嚢
底部

弥生土器 3．2 石英、小石をやや
多 く含む

良 内面 ：5YR7／8橙

外面 ：ク
断面 ：－

－61－



番号

Nn

図

N G

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼成 色調

特徴
成形／調整／その他口径 器高 底径

231 34

15

236 C 区

ST－1

嚢
底部

弥生土器 0．5～1mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：N3／0暗灰

外面 ：10YR7／4にぷい黄橙

断面 ：－

232 34 226 C 区 底部 弥生土器 2．8 0．5～ 1mmの砂粒 を 良 内面 ：5YR6／6橙 内面横ナデ
16 ST －1 含む 外面 ：〃

断面 ：－

外面タテ刷毛 目／叩き目

233 34

17

230 C 区

ST－1

底部 弥生土器 4．0 0．5～ 2m皿の砂粒 を

含む

良 内面 ：10YR8／4浅黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き日

234 34 231 C 区 士∃互 弥生土器 5．0 0．5～ 1m皿大の砂粒 良 内面 ：10Ⅵ17／4にぷい黄橙 内面刷毛 目
18 ST－1 底部 を含む 外面5YR7／6橙

断面 ：－

外面タテ刷毛 目

235 34

19

225 C 区

ST－1

底部 弥生土器 4．2 1～ 2mⅢ大の砂粒 を
含む

不良 内面 ：2．5YR6／8橙

外面 ：ク

断面 ：－

236 34 224 C 区 底部 弥生土器 3．8 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面横ナデ
20 ST－1 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き日

237 34
21

249 C 区

ST－1

上層

杯 須恵器 8．5 1．7 4．4 精選された胎土 不良 内面 ：5Y7／1灰自

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

238 34

22

222 C 区

ST－1

高杯

脚部

弥生土器 0．5～1mm大の砂粒
を含む

やや良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：〃
断面 ：－

外面指圧痕

239 34

23

223 C 区

ST－1

高杯

脚部
弥生土器 0．5～1mm大の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR 8／8黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面横刷毛 日

240 34

24

235 C 区

ST－1

士笠
底部

弥生土器 5．9 1～2mm大の砂粒を

含む

良 内面 ：－

外面 ：2．5YR 5／6明赤褐

断面 ：N2／0黒

24 1 34

25

245 C 区

ST－1

土製支脚 器台 0．5～1m皿大の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5YR5／4にぷい褐

外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧痕

242 34

26

243 C 区

ST－1

土製支脚 器台 1～2m皿大の砂粒を

含 む

不良 内面 ：7．5YR5／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

243 34

27

244 C 区

ST－1

土製支脚 器台 0．5～1mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面横ナデ

244 34
28

221 C 区

ST－1

土製支脚 器台 7．2 0．5～ 2mm大の砂粒
を含む

良 内面 ：10YR8／3浅黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧痕

1992　C区SK－1・2遺物観察表
番号

N a

図

NG

写真

NG

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

245 35

1

247 C 区

SK－1

士宜E
底部

弥生土器 3．0 0．5～1mmの砂粒 を
含む

良 内面 ：2．5YR6／8橙
外面 ：ク

断面 ：－

外面叩 き目

246 35 248 C 区 嚢 弥生土器 8．4 0．5～1mⅢの砂粒 を 良 内面 ：5YR7／6橙 内面 タテ刷毛 目

2 SK－1 底部 推定 含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面 タテ刷毛 目

247 35

3

246 C 区

SK－1
皿 土師器 15．4 石英、小石を含む 良 内面 ：7．5YR7／8黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面横ナデ

外面横ナデ

248 35

4

218 C 区

SK－2

杯 須恵器 9．1 3．1 3．5 0．5～1mmの砂粒を
含む

やや良 内面 ：5Y6／1灰
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

249 35

5

219 C 区

SK－2

杯 須恵器 9．2 3．4 5．1 0．5～1mmの砂粒を
含む

やや良 内面 ：5Y6／1灰
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

1992　C区Ⅱ層遣物観察表
番号

Nn

図

Nn

写真

Na

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

250 36

1

294 C 区

Ⅱ層

皿 土師質土器 9．6
推定

1．1 6．8
推定

精選された胎土 やや良 内面 ：N5／0灰

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロによる形成

251 36

2

268 C 区

Ⅱ層

杯 須恵器 8．2 0．5～1mm大の砂粒

を含 む

良 内面 ：N6／0灰

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロによる形成

252 36

3

269 C 区

Ⅱ層

杯 須恵器 7．4 精選 された胎土 良 内面 ：N6／0灰

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロによる形成

－62－



番号

NG

図

NG

写真

恥

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

253 36

4

252 C 区

Ⅱ層

口縁部 弥生土器 13．2 0．5～2mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：5YR6／6橙

外面 ：ク
断面 ：－

254 36

5

280 C 区

Ⅱ層

杯 土師質土器 13．8

推定

0．5～1．5mm大の砂
粒 を含む

やや良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：〃

断面 ：－

ロクロによる形成

255 36 281 C 区 杯 土師質土器 13．5 1～ 1．5mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR8／4浅黄橙 ロクロによる形成

6 Ⅱ層 口縁部 推定 を含む 外面 ：〃

断面 ：－

256 36
7

282 C 区

Ⅱ層

杯

口緑部

土師質土器 1～2m皿大の砂粒 を

含 む

不良 内面 ：5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

257 36 279 C 区 椀 土師質土器 13．0 0．5～ 1mm大の砂粒 不良 内面 ：10YR8／4浅黄橙

8 Ⅱ層 口縁部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

258 36 278 C 区 杯 土師質土器 12．2 1～2mm大の砂粒 を 良 内面 ：2．5Y8／3淡黄 ロクロによる形成

9 Ⅱ層 口緑部 推定 含む 外面 ：ク
断面 ：－

259 36 216 C 区 杯 土師質土器 13．0 0．5～ 1mm大の砂粒 良 内面 ：10Ⅵ17／4 にぷい黄橙 ロクロによる形成

10 Ⅱ層 口緑部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

260 36 277 C 区 杯 土師質土器 16．0 0．5～ 1mm大の砂粒 不良 内面 ：10YR 8／4浅黄橙 ロクロによる形成

11 Ⅱ層 口緑部 推定 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

261 36

12

255 C 区

Ⅱ層

襲
底部

弥生土器 4 ．4 0．5～ 2mm大の砂粒

を含 む

やや良 内面 ：5YR6／にぷい黄橙

外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：－

262 36

13

290 C 区

Ⅱ層

杯

底部

土師質土器 4 ．0 0．5～1mm 大の砂粒

を含む

不良 内面 ：7．5YR8／6浅黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロによる形成

263 36 287 C 区 皿 土師質土器 1．4 5．3 1～ 2mm大の砂粒を 良 内面 ：10YR8／3浅黄橙 ロクロによる形成

14 Ⅱ層 底部 推定 含む 外面 ：ク
断面 ：－

264 36 289 C 区 杯 土師質土器 5．4 0．5～1mm大の砂粒 不良 内面 ：5YR7／8橙 ロクロによる形成

15 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

265 36
16

284 C 区

Ⅱ層

碗 土師器 6．6 1～ 2mm大の砂粒を

含む

やや良 内面 ：2．5YR8／4淡黄

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

266 36

17

270 C 区

Ⅱ層

杯

底部

須恵器 5．4 精選された胎土 良 内面 ：N6／0灰

外面 ：ク

断面 ：－

外面へラ，横ナデ／回転ナデ

267 36 288 C 区 杯 土師質土器 7．0 0．5～ 1mm大の砂粒 不良 内面 ：10YR8／4浅黄橙 内外 ロクロ横ナデ

18 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

回転糸切 り

ベタ底

268 36 285 C 区 杯 土師質土器 9．6 1～ 1．5mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内外面ナデ仕上げ

19 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

回転糸切 り

269 36 274 C 区 杯 須恵券 0．5～1m皿大の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／1灰 内外面ロクロによる形成

20 Ⅱ層 底部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

回転糸切 り

270 36 283 C 区 杯 土師質土器 7．0 0．5～ 1mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR8／4浅黄橙 内外面ロクロ横ナデ

21 Ⅱ層 底部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

回転糸切 り

ベタ底

271 36 286 C 区 杯 土師質土器 7．8 0．5～ 1mm大の砂粒 やや良 内面 ：2．5Y8／3淡黄 内面ナデ仕上げ

22 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

回転糸切 り

272 36

23

267 C 区

Ⅱ層

口緑部 土師器 0．5～1．5mm大の砂

粒 を含む

良 内面 ：5YR6／8橙

外面 ：ク
断面 ：－

外面へ ラ，横ナデ

273 36 273 C 区 ・＝ヒ璽 須恵器 6．1 0．5～ 2mm大の砂粒 良 内面 ：N4／0灰 内外面 ロクロ横ナデ

24 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

ベタ底

274 36

25

258 C 区

Ⅱ層

底部 弥生土器 3．8 1～2mm大の砂粒を
含む

良 内面 ：7．5YR8／6浅黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

内外面 に刷毛 目

275 36
26

260 C 区

Ⅱ層

手捏土器 弥生土器 3．4 0．5～ 1mm 大の砂粒

を含 む

良 内面 ：5YR5／4 にぷい赤褐

外面 ：7．5YR5／3にぷい褐

断面 ：－

外内面ナデ仕上げ

276 36
27

261 C 区

Ⅱ層

底部 弥生土器 3．2 0．5～ 1m皿大の砂粒

を含 む

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：〃

断面 ：－

横ナデ

277 36

28

272 C 区

Ⅱ層

嚢

口縁部

須恵器 19．0
推定

精選された胎土 良 内面 ：5Y4／4 暗オ リーブ

外面 ：N3／0暗灰

断面 ：－

内外回転 ロクロナデ調整

278 36 253 C 区 鉢 弥生土器 12．6 0．5～2mm大の砂粒 不良 内面 ：7．5YR7／6橙 外面叩き目

29 Ⅱ層 口緑部 推定 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

－63－
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番号

NG

図

Nq

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

279 36
30

256 C 区

Ⅱ層

棄

底部

弥生土器 1～2mm大の砂粒を

含む

良 内面 ：5YR7／6橙

外面 ：10YR6／4 にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩き目／刷毛 日

280 36 254 C 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 2．1 0．5～2mm大の砂粒 やや良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙
31 Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：2．5YR4／1黄灰

断面 ：－

281 36

32

271 C 区

Ⅱ層

口縁部 須恵器 16．2
推定

精選された胎土 良 内面 ：N6／0灰

外面 ：ク

断面 ：－

282 36

33

257 C 区

Ⅱ層

襲

底部

弥生土器 1．6 0．5～2mm大の砂粒

を含 む

良 内面 ：10YR5／1褐灰

外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩き目

283 36 259 C 区 嚢 弥生土器 2．8 1～ 2mm大の砂粒を 不良 内面 ：7．5YR 7／6橙 内面 タテ刷毛 日

34 Ⅱ層 底部 推定 含む 外面 ：ク

断面 ：－

284 36 262 C 区 ・＝ヒ宜 弥生土器 6．6 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10YR7／3 にぷい黄橙 内面 タテナデ

35． Ⅱ層 底部 推定 を含む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

285 36

36

250 C 区

Ⅱ層

士璽
頚部

弥生土器 0．5～1mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：5Ⅵ16／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面へラ，横ナデ

286 36

37

264 C 区

Ⅱ層

土製支脚

突起
器台 1 ～2mm大 の砂粒

を含 む
良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

指圧調整

287 36

38

263 C 区

Ⅱ層

土製支脚 器台 1 ～2mm大 の砂粒

を含 む

良 内面 ：2．5Y8／4淡黄

外面 ：ク
断面 ：－

外面指圧調整

288 36
39

266 C 区

Ⅱ層

土製支脚 器台 1 ～2mm大 の砂粒

を含む

良 内面 ：5YR6／8橙
外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

289 36
40

251 C 区

Ⅱ層

士ヨ互
頚部

弥生土器 0．5～2mm大の砂粒

を含む

不良 内面 ：7．5YR8／8黄橙

外面 ：5YR 7／8橙

断面 ：－

外面タテ刷毛目

290 36 275 C 区 高杯 須恵器 精選 された胎土 良 内面 ：N6／0灰 ロタロによる形成

41 Ⅱ層 脚部 外面 ：ク

断面 ：－

脚部に2条の横線

291 36

42

265 C 区

Ⅱ層

高杯

脚部

須恵器 0．5～2．5m皿大の砂

粒 を含む

良 内面 ：10YR7／6明黄褐

外面 ：ク

断面 ：－

292 36

43

291 C 区

Ⅱ層

椀

口緑部

白磁 17．0
（推定）

精選 された胎土 良 内面 ：7．5Y7／2灰自

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

293 36

44

293 C 区

Ⅱ層

椀

口緑部

白磁 15．6
推定

精選 された胎土 良 内面 ：7．5Y7／2灰自

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成

294 36

45

292 C 区

Ⅱ層

椀

口緑部

白磁 16．3
（推定）

精選 された胎土 良 内面 ：5Y7／3浅黄
外面 ：〃

断面 ：－

ロクロによる形成

－64－



1993　A区ST－1遺物観察表
番号

Na

図

NG

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

1 38 2 A 区 椀 弥生土器 11．0 3．2 0．5～2mm程度の砂 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧調整

1 ST－1 粒 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

2 38 1 A 区 鉢 弥生土器 12．0 7．0 0．5～2m皿大の砂粒 良 内面 ：2．5YR5／1黄灰 内面刷毛目

2 ST－1 を含む 外面 ：7．5Y R 7／6橙

断面 ：－

外面叩 き目

3 38 143 A 区 土製支脚 器台 0．5～2m皿大の小石 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面指圧調整

3 ST－1 を多 く含む 外面 ：ク

断面 ：一

外面叩 き目

4 38
4

3 A 区

ST－1

高J不 弥生土器 19．8 11．7 13．0 0．5～2mm程度の砂

粒 を多 く含む

良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙
外面 ：7．5YR7／4にぷい橙

断面 ：－

内面脚部刷毛 日

5 38
5

142 A 区

ST－1

石包丁

租製

石器 ・ 4 ．3
全長

7．0
全幅

1．2
全厚

1993　A区ST－2遣物観察表
番号

No．

図

Nn

写真

N G

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

6 40

1

6 A 区

ST－2

鉢 弥生土器 12．8 5．7 4．8 0．3～2mm程度の砂

粒 を含 む

良 内面 ：5YR4／6赤褐
外面 ：〃

断面 ：－

7 40 7 A 区 鉢 弥生土器 14．0 7．5 4．6 0．5～3mmの砂粒 を 良 内面 ：5YR5／6明赤褐 内面刷毛日

2 ST－2 含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面指圧調整

8 40 5 A 区 士翌 弥生土器 11．2 1～3mm の砂粒 を含 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面指圧調整

3 ST－2 推定 む 外面 ：5YR6／8橙

断面 ：2．5Y7／1灰 自

外面刷毛目

9 40

4

4 A 区

ST－2

＝量ご璽 弥生土器 10．4 16．0 13．6 1～2．5mmの砂粒 を

含む

良 内面 ：10YR4／1褐灰

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：10YR5／1褐灰

内面刷毛目

1993　A区ST－3遺物観察表
番号

Nn

図

NG

写真

N a

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

10 42

1

144 A 区

ST－3

碗 弥生土器 5．7 1～3m皿大の砂粒 を
含む

良 内面 ：5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

11 42 145 A 区 士璽 弥生土券 0．5～1．5mm大の砂 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面指圧調整

2 ST－3 底部 粧含む 外面 ：10YR5／2灰黄褐

断面 ：－

外面刷毛目

12 42

3

148 A 区

ST－3

・＝ヒ翌
底部

弥生土器 0．5～1mm大の砂粒

を含む

良 内面 ：5YR6／6橙
外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

外面刷毛目

13 42 150 A 区 土製支脚 器台 1～2mm大の砂粒を 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面指圧調整

4 ST－3 含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面叩 き目

14 42
5

152 A 区

ST－3

土製支脚 器台 0．5～1．5m皿大の砂

粒を含む

良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙

外面 ：ク
断面 ：－

外面下部に叩 き目

15 42 151 A 区 土製支脚 器台 8．0 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

6 ST－3 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き日

16 42 147 A 区 士翌 弥生土器 19．2 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛目

7 ST－3 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛目

17 42

8

146 A 区

ST－3

嚢

口縁部

弥生土器 13．2 0．5～3m皿大の砂粒
を含む

良 内面 ：7．5Ⅵ17／6橙

外面 ：5YR7／6橙

断面 ：－

外面叩き目

18 42 149 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 0．5～2mm大の砂粒 不良 内面 ：2．5YR6／1黄灰 内面指圧痕

9 ST－3 口緑部 を含む 外面 ：5YR6／6橙
断面 ：－

外面刷毛目

－65－



1993　A区ST－4遺物観察表
番号

‰

図

m

写真

Nq

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

19 44

1

41 A 区

ST－4

碗 弥生土器 11．0

推定

4．9 0．5～1m皿の砂粒 を
含む

良 内面 ：10YR5／3にぷい黄橙
外面 ：2．5Y4／2暗灰黄

断面 ：－

内外面ナデ

20 44 40 A 区 椀 弥生土器 11．7 1～2．5皿皿程度の砂 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面刷毛 目／指圧調整

2 ST－4 推定 粒 を含む 外面 ：10YR7／4にぷい黄橙
断面 ：－

外面指圧調整

21 44 39 A 区 椀 弥生土器 10．2 0．5～2mm程度の砂 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛 日

3 ST－4 推定 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

22 44 35 A 区 鉢 弥生土器 12．0 6．9 0．8 0．5～2mm程度の砂 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛 目

4 ST－4 推定 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

23 44

5

36 A 区

ST－4

鉢 弥生土器 12．2
推定

5．8 2．2 0．5～2mm の砂粒 を
含 む

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：5YR7／6橙

断面 ：－

内面刷毛 目

24 44 37 A 区 鉢 弥生土器 12．8 6．4 3．8 0．5～2mm の砂粒 を 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 目

6 ST－4 推定 含 む 外面 ：ク
断面 ：－

外面刷毛 目

1 25 44 32 A 区 鉢 弥生土器 15．1 6．2 1．4 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

7 ST－4 推定 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

26 44 33 A 区 鉢 弥生土器 15．0 6．8 最大2mm小石含む 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 目

8 ST－4 推定 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面指圧調整

27 44 34 A 区 鉢 弥生土器 16．3 7．9 4．5 細粒砂混 じり 良 内面 ：10YR5／3にぷい黄褐 内面刷毛 目

9 ST－4 推定 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩 き目

28 44 29 A 区 鉢 弥生土器 17．4 8．0 最大4 m皿小石 を含 良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面刷毛 目

10 ST－4 口縁部 む 外面 ：2．5YR6／8橙

断面 ：2．5Y5／1黄灰

外面刷毛日

29 44 160 A 区 賓 弥生土器 16．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面口緑部刷毛目／指圧ナデ

11 ST －4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面口縁部刷毛目／叩 き目

30 44 22 A 区 嚢 弥生土器 14．0 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

12 ST －4 口縁部 を多 く含む 外面 ：ク

断面 ：7．5YR7／6橙

外面刷毛目／叩 き目

31 44 16 A 区 賓 ‘ 弥生土器 13．9 最大3mm小石含 む 良 内面 ：7．5Ⅵモ6／6にぷい橙 内面刷毛目

13 ST －4 口縁部 推定 外面 ：5YR5／4にぷい赤褐
断面 ：ク

外面口緑部指圧調整／胴部叩 き

目

32 44 17 A 区 嚢 弥生土器 14．4 最大4 mm 小石 をや 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

14 ST－4 口緑部 や多 く含む 外面 ：5YR5／6橙

断面 ：－

外面口縁部指圧／胴部叩き目／指

圧調整

33 44 163 A 区 嚢 弥生土器 最大5m皿小石含 む 良 内面 ：7．5Ⅶ5／4 にぷい褐 内面口縁部刷毛目／指圧ナデ／胴部指圧調

15 ST－4 口縁部 2mm 程度小石 をや

や多 く含む
外面 ：ク

断面 ：10YR6／4にぷい黄橙

整

外面口緑部指圧調整／胴部叩き目／刷毛目

34 44 15 A 区 襲 弥生土器 16．2 0．5～2mm大の砂粒 良 内面 ：10YR4／2灰黄褐 内面ナデ

16 ST－4 口縁部 推定 を含む 外面 ：2．5Y6／3にぷい黄

断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面指圧調整／刷毛 目

35 44 166 A 区 嚢 弥生土器 12．0 4皿皿程度の砂粒 を やや良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面刷毛目／指圧調整

17 ST －4 口緑部 推定 やや多 く含む 外面 ：ク

断面 ：10YR5／1褐灰

外面刷毛 目／ナデ／叩 き目／指圧

調整

36 44 14 A 区 嚢 弥生土器 12．1 2～6mm程度の砂多 良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙 内面指圧痕

18 ST－4 口縁部 推定 い 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面口縁部指圧／刷毛目／胴部刷

毛目／叩き目

37 44 13 A 区 嚢 弥生土器 14．3 2～4mm程度の小石 良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙 内面口縁部指圧調整／胴部刷毛目

19 ST－4 口縁部 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：7．5YR5／1褐灰

外面口緑部指圧調整／胴部叩 き目

38 44 164 A 区 襲 弥生土器 2mm程 度小 石混 じ 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

20 ST－4 口緑部 り 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：ク

外面刷毛目／叩き目

39 44 162 A 区 賓 弥生土器 3～5mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

21 ST－4 口縁部 をやや多 く含 む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙
断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面刷毛目／叩き日

40 44 24 A 区 嚢 弥生土器 17．1 5mm程 度の砂粒を やや良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛目／ナデ

22 ST－4 口緑部 やや多く含む 外面 ：ク

断面 ：10YR5／1褐灰

外面口縁部刷毛日／胴部刷毛 目／

叩き日

41 44 18 A 区 嚢 弥生土器 2mm程 度の砂粒 を 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面刷毛目

23 ST－4 口緑部 含む 外面 ：ク

断面 ：10YR4／1褐灰

外面刷毛目／叩き目

42 44 161 A 区 嚢 弥生土器 2～5皿皿程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛日

24 ST－4 口緑部 をやや多 く含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：10YR3／1黒褐

外面刷毛日

43 44 19 、A 区 嚢 弥生土器 2～5皿血程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR5／3にぷい黄橙 内面刷毛目

25 ST－4 口緑部 をやや含む 外面 ：10YR6／4 にぷい黄橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面刷毛目／叩き目

44 44 20 A 区 襲 弥生土器 15．4 2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙 内面刷毛目

26 ST－4 口縁部 推定 外面 ：10YR5／2灰黄褐
断面 ：5Y4／1黄灰

外面刷毛目／叩き目
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45 44 21 A 区 嚢 弥生土器 13．0 2～5mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面口縁部刷毛 目／ナデ

27 ST－4 口縁部 をやや多 く含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

46 44 157 A 区 嚢 弥生土器 0．5～2mm程度の砂 やや良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ

28 ST－4 粒 を多 く含む 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：7．5YR7／6橙

外面叩き目／刷毛 目

47 44 23 A 区 嚢 弥生土器 15．0 3～5m皿程度の小石 良 内面7．5YR 6／4 にぷい橙 内面刷毛 目／ナデ

29 ST－4 口縁部 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面刷毛 目／叩 き目

48 44 25 A 区 嚢 弥生土器 20．2 3～4mm程度の小石 良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 外面細微な刷毛 目

30 ST－4 口緑部 推定 を含む 外面 ：10YR7／3にぷい黄橙

断面 ：5Y4／1灰

49 44 11 A 区 嚢 弥生土器 15．2 2mm程度の砂粒 を 良 内面 ：10YR 5／4にぷい黄褐 内面刷毛 目／ナデ

31 ST－4 口緑部 推定 含 む 外面 ：10Ⅶ 6／3にぷい黄橙

断面 ：10YR 5／4にぷい黄褐

50 44 158 A 区 襲 弥生土器 1～2．5mm程度の砂 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面刷毛 目／ナデ

32 ST－4 口緑部 粒 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面叩き目

51 44 27 A 区 嚢 弥生土器 2～5mmの小石を含 良 内面 ：10YR 5／3にぷい黄褐 内面刷毛 目

33 ST－4 底部 む 外面 ：10YR4／2灰黄褐

断面 ：10YR6／4にぷい黄橙

外面叩き目

52 44 156 A 区 嚢 弥生土器 3．2 最大3m皿小石含む 良 内面 ：5YR 6／8橙 内面刷毛 目／ナデ

34 ST－4 推定 外面 ：ク

断面 ：2．5YR6／8橙

外面叩き目／刷毛 目

53 44 167 A 区 ＝土ご翌 弥生土器 2．5 最大3m皿小石含む 良 内面 ：5YR 5／4 にぷい褐 内面刷毛 目／指圧調整

35 ST－4 底部 外面 ：5YR 6／6橙

断面 ：2．5Y5／1黄灰

外面指圧調整／叩 き目

底部に2．4cm の穿孔 あり

54 44 28 A 区 尭 弥生土器 4．3 最大3m皿小石含む 良 内面 ：10YR6／2灰黄褐 内面ナデ

36 ST－4 底部 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：10YR5／2灰黄褐

外面叩 き目／刷毛 目

55 44 168 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 2．8 最大6mm小石含む やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 目

37 ST－4 底部 推定 外面 ：7．5YR5／4にぷい橙

断面 ：ク

外面叩 き目

56 44 26 A 区 嚢 弥生土器 0．8 3～ 4mm小石を含 む やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ

38 ST－4 底部 推定 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：5Y3／1オリーブ黒

外面叩 き目／刷毛目

57 44
39

171 A 区

ST－4

嚢

底部

弥生土器 4．2 2mm 程度の砂粒 を

やや多 く含む

やや良 内面 ：5YR 7／6橙

外面 ：5YR 6／6橙

断面 ：2．5Y7／3浅黄

内面外面ナデ

58 44 10 A 区 嚢 弥生土器 15．8 25．4 1．0 3～ 4mm程度の小石 やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ／刷毛 目

40 ST－4 を含む 外面 ：ク
断面 ：10YR4／1褐灰

外面叩 き目／刷毛 目

59 44 170 A 区 尭 弥生土器 3．5 4～ 5mm の小石を含 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛 目

41 ST－4 推定 む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面10YR 5／1褐灰

外面刷毛 目／叩 き目

60 44 9 A 区 嚢 弥生土器 14 ．2 23．1 2．2 3 m皿程度の砂粒 を 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面口縁部刷毛 目／指圧調整

42 ST－4 含む 外面 ：10YR6／3にぷい黄橙

断面 ：7．5YR6／3にぷい褐

外面口縁部刷毛 目／指圧調整

61 44 159 A 区 棄 弥生土器 15．0 3～ 4mm程度の小石 良 内面 ：10YR4／1褐灰 内面ナデ／口縁部刷毛 目

43 ST－4 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：ク

外面口縁部指圧調整

62 44 12 A 区 嚢 弥生土器 15．2 22．8 0．8 4mm程度小石含 む 良 内面 ：5YR5／4にぷい赤褐 内面ナデ／指圧調整

44 ST－4 推定 外面 ：5YR5／4にぷい赤褐
断面 ：5YR4／1褐灰

外面 口緑部指圧調整

63 44 8 A 区 棄 弥生土器 16．1 25．9 1．8 3～ 5皿 の砂粒を含 やや良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面ナデ／刷毛 目

45 ST－4 む 外面 ：7．5YR6／4 にぷい橙
断面 ：10YR6／1褐灰

外面 口縁部刷毛目

64 44

46

172 A 区

ST－4

－＝ヒ璽
底部

弥生土器 3．6 2～ 4mm程度の小石
多 く含 む

やや良 内面 ：10Ⅵ16／4にぷい黄橙
外面 ：5YR6／6橙

断面 ：10YR6／4にぷい黄橙

内面ナデ

65 44

47

31 A 区

ST－4

高杯 弥生土器 12．4 9．5 7．4 2mm程度小石含 む 良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：7．5YR6／4橙

断面 ：－

内面刷毛目

外面刷毛目／指圧調整

66 44 169 A 区 土製支脚 器台 3．8 4～ 5mm程度の小石 良 内面 ：10YR6／6赤橙 内面指圧調整

48 ST－4 脚部 推定 をやや多 く含む 外面 ：2．5YR6／4橙

断面 ：7．5YR7／4 にぷい橙

外面指圧調整

67 44

49

155 A 区

ST－4

高杯 弥生土器 20．3
推定

2m皿程度小石含 む 良 内面 ：2．5YR6／6橙

外面 ：5YR6／4にぷい橙

断面 ：2．5YR6／6橙

外面指圧調整

68 44
50

154 A 区

ST－4

口緑部 弥生土器 2～4mm程度の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5Ⅵ16／6橙

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：2．5Y5／1黄灰

外面刷毛目

69 44

51

153 A 区

ST－4

口縁部 弥生土器 3～5mm程度の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5YR6／6橙

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：7．5YR5／1灰

70 44

52

30 A 区

ST－4

・＝ヒ璽 弥生土器 5．2
推定

6．3 1．2 0．5～2mm程度の砂
粒 を含 む

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：5YR6／6橙
断面 ：－

外面刷毛目

－67－
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71 44 38 A 区 高杯 弥生土器 14．2 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙
53 ST－4 杯部 推定 を含む 外面 ：5YR 7／6橙

断面 ：－

72 44

54

165 A 区

ST－4

杯 土師器 12．9 精錬 された胎土 不良 内面 ：10YR8／3浅黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる調整

73 44 4 7 A 区 土製支脚 器台 9．1 2～3皿皿程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧調整

55 ST－4 脚部 を含む 外面 ：5YR 6／6橙
断面 ：10YR 6／1褐灰

外面指圧調整

74 44 42 A 区 土製支脚 器台 12．7 9．5 2～3mm 程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面指圧調整

56 ST－4 を含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：ク

外面指圧調整／叩 き目

75 44 43 A 区 土製支脚 器台 11．6 8．8 0．5～ 1．5mm程度の 良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面指圧調整
57 ST－4 砂粒 を含 む 外面 ：10YR 6／4にぷい黄橙

断面 ：10YR 6／4にぷい黄橙

外面指圧調整／叩 き目

76 44 44 A 区 土製支脚 器台 10．5 8．1 2～3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面指圧調整

58 ST－4 を含む 外面 ：10YR7／4にぷい黄橙

断面 ：ク

外面指圧調整／叩 き目

77 44 45 A 区 土製支脚 器台 16．7 11．2 5．9 2～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面指圧調整

59 ST†4 全長 全幅 全厚 を含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面指圧調整／叩 き目

78 44 46 A 区 土製支脚 器台 16．4 9 5．7 1．5～ 2．5mm程度の 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面指圧調整

60 ST－4 全長 全幅 全厚 砂粒を含む 外面 ：7．5YR7／4にぷい橙
断面 ：10YR4／1褐灰

外面指圧調整／叩 き目

79 44

61

221 A 区

ST－4

鉄鎌 金属製品 2．7
全長

10．2
全幅

1
全厚

80 44
62

222 A 区

ST－4

鉄鎌 金属製品 5．1
全長

2
全幅

0．8
全厚

81 44

63
224 A 区

ST－4

石包丁

粗製

石器 3．5
全長

5．5
全幅

0．5
全厚

82 44
64

225 A 区

ST－4

石包丁

粗製

石器 4
全長

5．8
全幅

0．7
全厚

83 44
65

223 A 区

ST－4

砥石 石器 13
全長

5．3
全幅

3．2
全厚

1993　A区ST－5遣物観察表
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84 46
1

95 A 区

ST－5

手捏土器 弥生土器 6．9 5．5 2．6 2～3mm程度砂粒を

含む

不良 内面 ：5YR5／6明赤褐
外面 ：5Ym 6／6橙

断面 ：－

内面ナデ

85 46

2

94 A 区

ST－5

手捏土器 弥生土器 7．2 3．0 3．8 最大3mm小石含む 良 内面 ：5YR5／4 にぷい赤褐
外面 ：ク

断面 ：－

内面ナデ
外面ナデ

86 46 93 A 区 椀 弥生土器 9．0 4．5 2．3 3～4mm程度の小石 良 内面 ：7．5YR8／6浅黄橙 内面ナデ

3 ST－5 を含 む 外面 ：ク

断面 ：－

外面ナデ

87 46
4

92 A 区

ST－5

椀 弥生土器 11．6 5．0 2．8 2～5皿の小石を含

む

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：．5Ⅵ17／6橙

断面 ：－

外面ヨコナデ

88 46 85 A 区 鉢 弥生土器 11．4 5．9 3．0 2m皿程度小石混 じ 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 目

5 ST－5 り 外面 ：ク

断面 ：－

外面口緑部指圧調整／叩 き目

89 46

6

91 A 区

ST－5

鉢 弥生土器 12．6 6．4 1．9 最大3皿小石含む 良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

内面刷毛 目

底部手づ くねによる作 り出し

90 46

7

83 A 区

ST－5

椀 弥生土器 11．0 6．3 3．1 4～5m皿程度の砂粒

を含む

良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

ヘラ工具によるナデ／指圧痕

91 46 82 A 区 鉢 弥生土器 12．8 7．1 1．7 3～5mmの砂粒を含 やや良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面 ：刷毛目

8 ST－5 む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

外面刷毛 目／ヨコナデ

92 46 87 A 区 椀 弥生土器 13．4 7．3 3．5 4～5mm程度の小石 良 内面 ：7．5Ⅵモ7／6橙 内面ヨコナデ

9 ST－5 をやや多 く含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

外面ナデ

93 46 89 A 区 椀 弥生土器 14．1 7．2 3．5 2～5mm程度の砂粒 良 内面 ：5Ⅵ16／6橙 内面ナデ

10 ST－5 をやや多 く含む 外面 ：5Ⅶ 6／6橙

断面 ：－

外面指圧調整

94 46 86 A 区 椀 弥生土器 14．3 7．3 2．2 4 ～5mmの小石を含 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面刷毛 目

11 ST－5 む 外面 ：〃
断面 ：5YR6／8橙

外面叩 き目

－68－
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95 46 90 A 区 椀 弥生土器 16．3 8．6 4．3 2～ 5mm程度の小石 やや良 内面5YR6／6橙 内面 ：刷毛 目

12 ST－5 をやや多 く含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面 ：指圧調整／叩 き目

96 46

13

248 A 区

ST－5

鉢 弥生土器 17．0 7．6 1．4 最大3mm小石含む 良 内面 ：5YR7／6橙

外面 ：〃

断面 ：〃

内面ナデ

外面叩 き目

97 46 88 A 区 椀 弥生土器 17．8 8．8 4．4 3～ 5mm程度の小石 不良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛目

14 ST－5 をやや多 く含 む 外面 ：7．5YR7／4 にぷい橙

断面 ：－

外面指圧調整

98 46

15

84 A 区

ST－5

椀 弥生土器 14．5 7．5 2mm 程度の砂粒 を

やや多 く含む

やや良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

外面ナデ

99 46

16

203 A 区

ST－5

士璽
底部

弥生土器 5．4 4．0 2～ 5m皿程度の砂粒

をやや多 く含む

良 内面 ：5YR7／6橙

外面 ：10YR8／4浅黄橙
断面 ：‘10YR5／1褐灰

100 46 69 A 区 嚢 弥生土器 15．4 6．6 2mm程度小石含 む 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ

17 ST －5 口緑部 外面 ：5YR 6／4 にぷい橙

断面 ：5YR 5／1褐灰

外面ナデ／叩き目

101 46 62 A 区 襲 弥生土器 14 ．9 11．7 3～ 4mm程度の小石 やや良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ

18 ST－5 口縁部 を含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面ナデ

102 46 188 A 区 嚢 弥生土器 7 2mm 程度の砂粒 を 良 内面 ：10YR3／2黒褐 内面箆 によるナデ調整

19 ST－5 推定 含 む 外面 ：10YR4／1褐灰

断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面刷毛 目

103 46 175 A 区 棄 弥生土器 15．8 15．9 2～3mm の砂粒を多 やや良 内面 ：5YR 5／4 にぷい赤褐 内面ナデ

20 ST －5 口緑部 推定 推定 く含む 外面 ：7．5YR5／4にぷい褐
断面 ：10YR 5／1褐灰

外面ナデ／指圧ナデ

104 46 187 A 区 襲 弥生土器 15．0 2m皿程度の砂粒 を 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面ナデ／指圧痕

21 ST－5 口縁部 推定 多く含む 外面 ：7．5YR6／6にぷい橙

断面 ：10YR7／3にぷい橙

外面ナデ／刷 毛目／叩 き目／指圧

痕

105 46 179 A 区 嚢 弥生土器 14．2 2皿皿程度の砂粒 を やや不良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ／刷毛 目

22 ST－5 口縁部 推定 含 む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：10YR 5／2灰黄褐

外面ナデ／指圧痕／叩き目

106 46 183 A 区 士軍 弥生土器 14．6 3～4mm程度の小石 良 内面 ：7．5YR5／6明褐 内面刷毛 目／指圧痕

23 ST－5 口縁部 推定 を含む 外面 ：7．5Y 5／4 にぷい褐

断面 ：2．5YR 5／4にぷい赤褐

外面指圧痕／叩 き目

107 46 65 A 区 聾 弥生土器 13．4 2～3mm程度砂粒を やや良 内面 ：7．5YR 6／4にぷい橙 内面ナデ

24 ST－5 口縁部 含む 外面 ：ク
断面 ：ク

外面ナデ／刷毛 日

108 46 185 A 区 襲 弥生土器 13．8 2m皿程度 の砂粒 を 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

25 ST－5 口緑部 推定 多 く含む 外面 ：ク
断面 ：ク

外面刷毛 目／口縁部指圧痕／叩 き

目

109 46 186 A 区 嚢 弥生土器 12．0 最大4mm小石含む 良 内面 ：5YR6／6橙 内面口縁部刷毛 目

26 ST－5 口緑部 推定 外面 ：5YR5／4 にぷい赤褐

断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面刷毛 目／指圧調整／叩 き目

110 46 60 A 区 嚢 弥生土器 14．6 2～ 5mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR5／2灰黄褐 内面刷毛 目

27 ST－5 口縁部 をやや多 く含む 外面 ：5YR6／4 にぷい橙

断面 ：ク

外面叩き目／指圧痕

111 46 182 A 区 襲 弥生土器 17．0 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙 内面ナデ／刷毛目

28 ST－5 口縁部 推定 やや多 く含 む 外面 ：7．5YR5／3 にぷい褐

断面 ：7．5YR 7／4 にぷい橙

外面指圧ナデ／叩 き目

112 46
29

67 A 区

ST－5

棄

口緑部

弥生土器 17．5 9．1 2m皿程度 の砂粒 を

やや多 く含 む

良 内面 ：7．5YR 7／6橙

外面 ：7．5YR 7／6橙
断面 ：7．5YR 5／1褐灰

内面ナデ

113 46 50 A 区 嚢 弥生土器 14．8 14．4 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

30 ST－5 推定 少 し含む 外面 ：ク

断面 ：5YR5／4 にぷい赤褐

外面刷毛 目

114 46 181 A 区 嚢 弥生土器 4mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面ナデ／刷毛目

31 ST－5 口緑部 やや多 く含む 外面 ：ク

断面 ：ク

外面ナデ／叩 き目

115 46 184 A 区 嚢 弥生土器 17．2 2mm程度 の小石 を 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面ナデ

32 ST－5 口緑部 推定 含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面口縁部叩き目／指圧痕

116 46 64 A 区 襲 弥生土器 12．4 2～ 5mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／4にぷい橙 内面刷毛目

33 ST－5 口緑部 推定 をやや多 く含む 外面 ：5YR7／6橙

断面 ：10YR8／4浅黄橙

外面口緑部刷毛目／刷毛 目／胴部

叩き目

117 46 68 A 区 嚢 弥生土器 2～4mm程度の小石 やや良 内面 ：7．5YR7／8橙 内面ナデ

34 ST－5 底部 多 く含 む 外面 ：7．5YR8／6浅黄橙

断面 ：7．5YR7／6橙

外面叩 き目／刷毛 目

118 46 177 A 区 嚢 弥生土器 9．3 15．9 1．8 3mm程 度の砂粒 を 良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙 内面指圧痕／口縁部刷毛目

35 ST－5 含む 外面 ：10YR6－／3にぷい黄橙

断面 ：10YR7／3にぷい黄橙

外面上部叩 き目／刷毛目

119 46

36

70 A 区

ST－5

襲 弥生土器 14．2 細粒砂混 じり精選

された胎土

良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：7．5YR8／6浅黄橙

断面 ：7．5YR7／6橙

外面底部叩 き目

120 46 57 A 区 襲 弥生土器 14．2 19．9 2．4 2～ 6mm程度の砂多 良 内面 ：5YR5／4にぷい褐色 内面刷毛目

37 ST－5 しヽ 外面 ：7．5YR5／4 にぷい褐
断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面ナデ／刷毛 日／叩 き目／口緑

部指圧痕

－69－



t

t

番号

N G

図

Na

写真

Nn

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

121 46 58 A 区 棄 弥生土器 13．4 2．2 2．7 3～ 4mm小石を含む やや良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面刷毛 目

38 ST－5 推定 推定 外面 ：7．5YR5／4にぷい褐

断面 ：10YR5／2灰黄褐

外面叩 き目／刷毛 目／口緑部指圧

痕

122 46

39

204 A 区

ST車5

襲 弥生土器 3．0
推定

2～3皿程度砂粒 を
含む

良 内面 ：10YR4／1褐灰

外面 ：2．5YR4／1にぷい黄灰
断面 ：10Y4／1褐灰

内面ナデ

123 46 53 A 区 嚢 弥生土器 17．0 最大4 mm 小石を多 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面刷毛 日

40 ST－5 く含む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：7．5YR6／6灰

外面指圧痕／叩 き目

124 46

41

49 A 区

ST－5

嚢 弥生土器 14．8 27．3 2．0 砂粒を少 し含む 良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：7．5YR5／1褐灰

内面刷毛 目

外面胴部叩き目 ・刷毛 目

125 46 51 A 区 嚢 弥生土器 13．0 24 ．3 2mm 程度小石混 じ 良 内面 ：10YR3／1黒褐 内面刷毛 目

42 ST－5 り 外面 ：7．5Y7／6橙

断面 ：7．5YR6／6橙

外面肩部叩き日／胴部下刷毛 目

126 46
43

52 A 区

ST－5

士璽 弥生土器 15．6 25．8 最大2mm小石含 む 良 内面 ：10YR5／1褐灰

外面 ：2．5YR7／4にぷい橙

断面 ：10YR5／1褐灰

外面叩き目

127 46
44

55 A 区

ST－5

嚢 弥生土器 14．7 21．7 16．0 最大3mm小石含む 良 内面 ：7．5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：7．5Y7／4橙

内面刷毛 目

外面刷毛 目／叩 き目

128 46 54 A 区 嚢 弥生土器 14．3 24 ．3 4．7 最大4 皿皿小石をや 良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙 内面刷毛 日

45 ST－5 推定 推定 や多 く含む 外面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

断面 ：7．5YR5／1褐灰

129 46

46

48 A 区

ST－5

嚢 弥生土器 17．1 23．3 最大2mm小石含む 良 内面 ：10YR5／1褐灰

外面 ：10YR8／4 浅黄橙

断面 ：10YR8／4 浅黄橙

外面刷毛目／叩 き目

130 46 59 A 区 喪 弥生土器 19．7 3～ 5mm程度の砂粒 やや良 内面 ：7．5Y7／6橙 内面刷毛目

47 ST－5 推定 をやや多 く含む 外面 ：10YR6／4 にぷい黄橙

断面 ：7．5YR 7／6 にぷい橙

外面叩 き目

131 46 56 A 区 嚢 弥生土器 14．6 15．5 最大5mm小石含む 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛目

48 ST－5 2mm程 度小 石をや

や多 く含む
外面 ：5YR6／4 にぷい赤橙

断面 ：ク

外面叩き目

132 46 199 A 区 嚢 弥生土器 3．0 2mm程 度の砂粒 を 良 内面 ：10YR 7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

49 ST－5 底部 含む 外面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙

断面 ：2．5YR4／1黄灰

外面刷毛 目

133 46 189 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 3．2 1m皿程 度の砂粒 を やや不良 内面 ：2．5Y3／2黒褐 内面刷毛 目

50 ST－5 底部 推定 やや多 く含む 外面 ：10YR6／4 にぷい黄褐
断面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面刷毛 目

134 46 193 A 区 士璽 弥生土器 4．5 2mm程 度の砂粒 を 良 内面 ：5YR6／6橙 内面ナデ

51 ST－5 底部 含む 外面 ：ク

断面 ：5Y6／8橙

外面叩き目

135 46 194 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 4．6 2～ 3m皿の砂粒 をや 良 内面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙 内面刷毛 目

52 ST－5 底部 や多 く含む 外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙

外面叩き目

136 46 198 A 区 士翌 弥生土器 4．0 2m皿程 度の砂粒 を 良 内面 ：10YR4／2灰黄褐 外面刷毛 目

53 ST－5 底部 推定 含む
精選された胎土

外面 ：7．5YR 6／6橙

断面 ：2．5Y5／2暗灰黄

137 46 206 A 区 棄 弥生土器 6．1 3mm程 度の小 石を 良 内面 ：7．5YR 7／8黄橙 内面ナデ

54 ST－5 底部 よく含 む最大 5mm
小石含む

外面 ：7．5YR8／6浅黄橙

断面 ：7．5YR8／8黄橙

外面ナデ

138 46 201 A 区 聾 弥生土器 1．5 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ

55 ST－5 底部 含む

精選された胎土
外面 ：ク
断面 ：10YR 5／2 にぷい橙

外面叩き目／指圧ナデ

139 46 196 A 区 嚢 弥生土器 1．8 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：5Ⅵ17／6橙 内面刷毛 目

56 ST－5 底部 やや多 く含 む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面指圧ナデ

140 46 79 A 区 嚢 弥生土器 3～5皿m程度の小石 良 内面7．5YR7／6橙 内面刷毛 目

57 ST－5 を含 む 外面 ：ク

断面 ：7．5Ⅵ18／6浅黄橙

外面刷毛 目

14 1 46

58

197 A 区

ST－5

＝量ご・璽
底部

弥生土器 2．2 2～3mm程度砂粒を
含む

良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：ク

内面刷毛 目

142 46 192 A 区 蛮 弥生土器 2．4 2mmの砂粒 をやや 良 内面 ：7．5Y 6／4にぷい橙 内面刷毛 目

59 ST－5 底部 多 く含む 外面 ：7．5YR6／6橙
断面 ：10Ⅵモ8／4浅黄橙

外面指圧ナデ

143 46 190 A 区 士璽 弥生土器 3．0 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：2．5Y4／1黄灰 内面刷毛 目

60 ST－5 底部 含む 外面 ：10YR 7／3 にぷい黄橙

断面 ：7．5YR6／3にぷい褐

外面叩き目

144 46 202 A 区 嚢 弥生土器 最大6mm小石含む やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面刷毛 目

61 ST－5 底部 外面 ：7．5YR5／3にぷい橙

断面 ：2．5Y4／1黄灰

外面叩き目

14 5 46

62

80 A 区

ST－5

・＝ヒ璽 弥生土器 8．1 5mm程度 の砂粒 を

やや多 く含む

やや良 内面 ：2．5Y4／1黄灰

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：2．5Y 5／1黄灰

外面ナデ／叩き目

146 46 63 A 区 嚢 弥生土器 15．8 2mm程度 の砂粒 を 良 内面 ：10YR 6／4 にぷい黄橙 内面口縁部刷毛 目

63 ST－5 口縁部 含む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：5YR5／2灰褐

外面叩き目／口縁部指圧痕

－70－
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胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

147 46 75 A 区 ・ヨと．宜 弥生土器 10．6 11．9 0．6 2mm程度の砂粒 やや良 内面 ：10YR7／3にぷい黄橙 内面指圧痕

64 ST－5 石英 ・雲母 を含む 外面 ：7．5YR7／4にぷい橙

断面 ：－

外面刷毛 日

148 46

65

74 A 区

ST－5

・＝ヒ冤 弥生土器 9．5 11．2 精選 された胎土 良 内面 ：7．5YR8／4浅黄橙

外面 ：7．5YR8／6浅黄橙

断面 ：7．5YR8／4浅黄橙

内面刷毛 日
外面刷毛 日

149 46 72 A 区 士璽 弥生土器 13．2 3mm 程度の砂粒 を 不良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ

66 ST－5 やや多 く含む 外面 ：10YR7／3にぷい黄橙
断面 ：5Y4／1灰

外面ナデ外面の一部 に叩き目

150 46 76 A 区 士璽 弥生土器 15．9 19．6 18．7 2mm 程度の砂粒 を やや良 内面 ：10Ⅵ16／4にぷい黄橙 外面刷毛 目

67 ST－5 多 く含む 外面 ：〃

断面 ：7．5YR6／3にぷい褐

搬入品 ・雲母 を含む

151 46 178 A 区 －＝ヒ璽 弥生土器 15．0 3～4mm程度の小石 やや良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目／指圧痕ナデ

68 ST－5 推定 を含む 外面 ：ク

断面 ：2．5YR6／6橙

外面刷毛 目

152 46 173 A 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 24．5 0．8 4m皿程度の砂粒 を やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ

69 ST－5 やや多 く含む 外面 ：5Y6／6橙

断面 ：2．5Y 5／2暗灰黄

外面叩き目

153 46 61 A 区 嚢 弥生土器 14．0 最大6mm小石含む やや良 内面 ：10YR4／1褐灰 内面刷毛 日

70 ST－5 口縁部 外面 ：5YR7／6橙
断面 ：10YR8／4浅黄橙

外面刷毛 目

154 46

71

176 A 区

ST－5

士軍
口緑部

弥生土器 14．6
推定

最大2mm小石含む やや良 内面 ：5YR7／6橙
外面 ：ク

断面 ：10YR4／1褐灰

口縁部内外面刷毛目

155 46 66 A 区 士里 弥生土器 13．6 精選 された胎土 良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙 内面ナデ

72 ST－5 口縁部 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面叩き目

156 46 180 A 区 士璽E 弥生土器 16．8 2～5mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR 7／6橙 内面指圧ナデ

73 ST－5 口緑部 推定 をやや多く含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：〃

外面指圧ナデ

157 46 71 A 区 士璽 弥生土器 15．6 最大4mm小石 を含 良 内面 ：10YR4／1褐灰 内面ナデ

74 ST－5 む
精選 された胎土

外面 ：5YR 7／6橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面ナデ

158 46 73 A 区 ・＝ヒ蟹 弥生土器 14．4 17．6 最大2m皿小石を含む 良 内面 ：10YR4／1褐灰 内面刷毛 目

75 ST－5 口緑部 1mm程度小石混じり

精選された胎土
外面 ：10YR7／4にぷい黄褐
断面 ：10YR4／1褐灰

外面刷毛 目

159 4 6 174 A 区 嚢 弥生土器 16．9 0．9 3～4mm程度の小石 良 内面 ：2．5Y7／4浅黄 内面刷毛 目／指圧ナデ

76 ST－5 を含む 外面 ：2．5Y7／3浅黄

断面 ：2．5Y6／1黄灰

外面ナデ／刷毛 目／叩き目

160 46 78 A 区 士翌 弥生土器 20．4 11．9 細粒砂混じり精選 良 内面 ：10YR7／4にぷい黄褐 内面刷毛 目

77 ST－5 口縁部 された胎土 外面 ：5YR7／6橙

断面 ：7．5YR5／1褐灰

外面刷毛 目

161 46 77 A 区 土壁 弥生土器 3mm程度の砂粒 を 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面ナデ

78 ST－5 口縁部 含む 外面 ：ク

断面 ：5YR 6／4 にぷい橙

外面ナデ

162 46 191 A 区 嚢 弥生土器 3．2 2m皿程度の砂粒 を 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 内面指圧ナデ

79 ST－5 底部 含 む 外面 ：10YR7／4にぷい橙
断面 ：2．5Y5／2暗灰黄

外面刷毛 目

底部に0．6mm の穿穴あり

163 4 6 195 A 区 襲 弥生土器 1．2 2～3皿程度砂粒 を 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 外面刷毛 目

80 ST－5 底部 含 む 外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：10YR5／1褐灰

底部に0．6mm の穿穴あ り

164 46 81 A 区 甑 弥生土器 17．9 15．9 2．4 2～4mm程度の小石 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面はナデによる調整が施 され

81 ST－5 を含む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：ク

底部に1cm穿孔有 り

165 46 205 A 区 土製支脚 器台 7．6 3．9 6．0 2mm 程度の砂粒 を やや不良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 外面指圧ナデ

82 ST－5 推定 推定 やや多 く含む 外面 ：2．5Y6／3にぷい黄

断面 ：10YR5／1褐灰

166 46 98 A 区 高杯 弥生土器 22．8 4mm程度小石含む 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

83 ST－5 杯部 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：－

外面刷毛 日

167 4 6

84

97 A 区

ST－5

高杯
杯部

弥生土器 20．4 6．9 精選 された胎土 良 内面 ：5YR6／6橙

外面 ：ク

断面 ：5YR4／1褐灰

内面刷毛 目

168 46 99 A 区 高杯 弥生土器 21．0 2m皿程度の砂粒 を 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面ナデ

85 ST－5 杯部 含 む 外面 ：ク
断面 ：ク

外面ナデ／指圧によるヨコナデ

169 46

86

96 A 区

ST－5

高 i不
底部

支脚

弥生土器 5．6 13．6 3mm 程度の砂粒 を
多 く含む

良 内面 ：7．5YR8／6浅黄橙

外面 ：7．5YR8／4浅黄橙
断面 ：10YR6／1褐灰

指圧ナデ

170 46

87

200 A 区

ST－5

椀

底部

土師器 6．8 精選 された胎土 やや良 内面 ：10YR4／2灰黄褐
外面 ：10YR8／3浅黄橙

断面 ：10YR8／3浅黄橙

回転糸切 り／横ナデ調整

171 46

88

226 A 区

ST－5

砥石 石器 6．0
全長

5．2
全幅

1．6
全厚

172 46
89

227 A 区

ST－5

叩石 石器 13．0
全長

7．7
全幅

4．1
全厚

－71－



1993　A区P・SK遺物観察表
番号

Ph

図

Nn

写真

No．

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

173 47

1

103 A 区

P－161

杯 土師器 精選 された胎土 不良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：〃

断面 ：ク

ロクロによるナデ調整

174 47

2

104 A 区

P－47

碗 土師器 14．4 4．1 11．0 精選 された胎土 良 内面 ：10YR7／4にぷい黄橙

外面 ：ク
断面 ：ク

回転ナデ／内底面ナデ

貼 り付 け高台

175 47
3

105 A 区

P－123

碗 須恵器 13．4 3．7 8．2 精選 された胎土 良 内面 ：2．5YR5／1黄灰

外面 ：5Y5／1灰

断面 ：10YR 6／1褐灰

回転ナデ／内底面ナデ

貼 り付 け高台

176 47

4

213 A 区

P－48

蓋 須恵器 15．0
推定

精選された胎土 良 内面 ：2．5Y7／1灰白

外面 ：ク

断面 ：ク

ロクロによるナデ調整

177 47

5

214 A 区

P－68

蓋 須恵器 13．8
推定

精選された胎土 良 内面 ：N 6／0灰
外面 ：7．5YR 5／1灰

断面 ：10YR4／1暗赤灰

内外面共 にロクロによる調整

178 47 215 A 区 土錘 土師器 4．9 1．9 1．8 0．5～1mm程度の砂 不良 内面 ：－

6 P－15 全長 全幅 全厚 粒を含む 外面 ：10Ⅵモ7／4 にぷい黄橙
断面 ：－

179 47
7

244 A 区

S K －17

鉄製品
釘

金属製品 9．5
全長

1．5
全幅

0．6
全厚

180 47 100 A 区 高塀 弥生土器 11．6 9．1 13．8 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：5YR5／6明赤褐 内面へラミガチ

8 P－213 含む 外面 ：2．5YR5／6明赤褐

断面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

外面へラミガチ

181 47 207 A 区 鉢 弥生土器 12．8 0．5～ 1mm大の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面指圧／刷毛目

9 P－1 杯部 含む 外面 ：ク

断面 ：2．5Y5／2暗灰黄

外面指圧調整／刷毛 目

182 47

10

102 A 区

P車1

高ま不 弥生土器 2mm～3mm程度の砂

粒を含む

良 ・ 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：2．5YR4／1黄灰

外面刷毛目

183 47

11

212 A 区

P－627

杯 土師器 13．4
推定

精選された胎土 良 内面 ：7．5YR7／6橙
外面 ：ク

断面 ：ク

ロクロによるナデ調整

184 47 211 A 区 －＝ヒ．里 弥生土器 21．8 1～ 2m皿程度の砂粒 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面ナデ

12 P－213 口緑部 推定 を含む 外面 ：7．5YR6／6橙

断面 ：5Y5／1灰

外面指圧調整／ナデ

185 47 210 A 区 嚢 弥生土器 17．4 0．5～ 1mm大の砂粒 良 内面 ：7．5Y6／4 にぷい橙 内面指圧痕

13 P－333 口緑部 推定 含む 外面 ：〃

断面 ：2．5Y5／1黄灰

外面叩 き目

186 47
14

101 A 区

P－333

士璽 弥生土器 3．4 0．5～ 1mm大の砂粒

含む

良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：10YR7／4にぷい黄橙

内面指圧痕

187 47 209 A 区 棄 弥生土器 15．6 0．5～ 1mm大の砂粒 良 内面 ：2．5Y7／3浅黄 内面指圧痕

15 P－2 口緑部 推定 含 む 外面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

断面 ：10YR5／2灰黄褐

外面叩 き目

188 47 208 A 区 士璽 弥生土器 4．1 0．5～ 1mm大の砂粒 良 内面 ：10YR6／3にぷい黄橙 外面刷毛目

16 P－3 底部

胴部

推定 を含む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：2．5Y5／2暗灰黄

1993　A区Ⅱ層遺物観察表

番号

Nn

図

N n

写真

Ih

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼嘩 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

189 48 106 A 区 高杯 弥生土器 9．4 8．5 11．2 1～2mm程度の砂粒 良 内面 ：5YR6／6橙 内面刷毛 目

1 Ⅱ層 を含む 外面 ：ク
断面 ：－

外面ナデ

190 48

2

107 A 区

Ⅱ層

杯 須恵器 13．4 3．9 精錬 された粘土 良 内面 ：N 6／0灰

外面 ：7．5Y6／1灰
断面 ：－

内外面ロクロ横 ナデ／回転へ ラ

切 り

191 48 109 A 区 杯 土師器 11．0 2．7 7．4 0．5～1mm大の砂粒 良 内面 ：2．5YR6／3にぷい橙 内外面 ロクロ横ナデ

3 Ⅱ層 含む 外面 ：10YR 6／3 にぷい黄橙
断面 ：－

回転へラ切 り／べ夕底

192 48

4

108 A 区

Ⅱ層

椀 土師器 15．0 5．4 7．2 精錬された粘土 良 内面 ：5YR7／4 にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

内外面 ロクロ横ナデ

193 48

5

216 A 区

Ⅱ層

平瓦 瓦 0．5～1mm大の砂粒

含む

良 内面 ：5YR7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

194 48

6

217 A 区

Ⅱ層

平瓦 瓦 0．5～1mm大の砂粒

含む

良 内面 ：7．5YR 6／6橙

外面 ：〃

断面 ：5YR6／8橙

195 48 218 A 区 杯 土師質土器 7．7 0．5～ 1Ⅱ皿大の砂粒 良 内面 ：10YR8／3浅黄橙 内外面 ロクロ横 ナデ／回転糸切

7 Ⅱ層 含む 外面 ：ク

断面 ：10YR8／2灰 自

り

196 48 220 A 区 土釜 土師質 0．5～3mm大の砂粒 良 内面 ：5Y5／1灰 内面刷毛 目

8 Ⅱ層 を含む 外面 ：5YR4／1灰

断面 ：7．5YR8／4浅黄橙

外面口緑部はナデ

－72－



番号

Nは

図

Na

写真

NG

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

197 48

9

219 A 区

Ⅱ層

椀
底部

青磁 6．0 精微 な胎土 良 内面 ：7．5YR 7／2灰自

外面 ：ク

断面 ：5Y7／1灰 自

198 48

10

229 A 区

Ⅱ層

台石 ’石器 12．1
全長

7．9
全幅

3．8
全厚

199 48 ・
11

230 A 区

Ⅱ層

砥石 石器 13．7
全長

11．3
全幅

3．3
全厚

200 48

12

228 A 区

Ⅱ層

砥石 石器 17．7
全長

9．5
全幅

2．7
全厚

1993　B区ST－1遺物観察表
番号

NG

図

NG

写真

No．

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm ）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

201 50 114 B 区 椀 弥生土器 11．6 4．1 3～ 4mm程度の小石 良 内面 ：5YR 6／6橙 内面刷毛 日／指圧調整

1 ST－1 を含む 外面 ：7．5Ⅵ16／4にぷい橙

断面 ：－

外面指圧調整

202 50

2

115 B 区

ST－1

椀 弥生土器 8．2 3．3 2～ 4m皿の砂粒を含

む

やや良 内面 ：7．5YR6／4にぷい橙

外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

外面指圧調整

203 50 112 B 区 鉢 弥生土器 10．1 5．2 2．1 1～ 4mm程度の砂粒 良 内面 ：2．5Y4／1黄灰 内面刷毛目
3 ST－1 を含む 外面 ：10YR7／4にぷい黄橙

断面 ：2．5Y7／3浅黄

外面指圧調整／刷毛 目

204 50 113 B 区 鉢 弥生土器 17．2 7．5 2～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：10Ⅵ16／4 にぷい黄橙 内面刷毛目
4 ST－1 推定 を含む 外面 ：10YR7／3にぷい黄橙

断面 ：一

外面叩 き目

205 50

5

111 B 区

ST－1

鉢 弥生土器 13．2
推定

6．2 1～4mm大の砂粒を

含む

良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：10YR7／3 にぷい黄橙

断面 ：2．5Y4／1黄灰

内面刷毛目

206 50 116 B 区 器台 弥生土器 9．2 7．1 11．0 1～3mm大の砂粒を 良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙 内面刷毛目
6 ST－1 含む 外面 ：7．5YR 7／6橙

断面 ：7．5YR 8／4浅黄橙

外面ナデ

207 50
7

233 B 区

ST－1

底部 弥生土器 1～2mm大の砂粒を
含む

良 内面 ：7．5Ⅵモ7／6橙
外面 ：〃

断面 ：5Y4／1灰

208 50
8

234 B 区

ST－1
皿 土師質土器 3．8 5．4 1．6 精錬 された粘土 不良 内面 ：10YR7／2 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

209 50
9

110 B 区

ST－1

士璽 弥生土器 13．9
推定

3～5mm程度の砂粒
を含む

不良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：7．5YR5／4にぷい褐

断面 ：5Ⅵ16／6橙

210 50

10

24 1 B 区

ST－1

石包丁

租製
石器 4．8

全長
7．9

全幅
1．0

全厚

211 50

11

247 B 区

ST－1

鉄製品

鉄鉄

金属製品 3．6
全長

1．3
全幅

0．7
全厚

212 50

12

242 B 区

ST－1

石包丁

租製
石器 5．7

全長
8．6

全幅
1．6

全厚

213 50

13

246 B 区

ST－1

鉄製品
鈍

金属製品 5．5
全長

1．1
全幅

0．7
全厚

1993　B区ST－2遺物観察表
番号

NG

図

NG

写真

Nn

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他口径 器高 底径

214 52
1

130 B 区

ST－2

椀 弥生土器 9．8 4 ．5 2．7 0．5～3mm大の砂粒
を含む

良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：－

内面刷毛目

215 52 132 B 区 椀 弥生土器 3．8 4．0 2～4mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／6橙 内面ナデ
2 ST－2 を含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

216 52 127・ B 区 鉢 弥生土器 13．1 5．1 2．4 1～．3m皿程 度の砂 良 内面 ：7．5YR7／4 にぷい橙 内面刷毛 日

3 ST－2 粒を含む 外面 ：7．5YR 6／4 にぷい橙
断面 ：－

外面刷毛日

217 52 125 B 区 鉢 弥生土器 14．5 6．3 3～4mm程度の小石 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙 内面刷毛 目

4 ST－2 を含 む 外面 ：10YR7／3 にぷい黄橙

断面 ：－

外面叩き目

218 52 129 B 区 鉢 弥生土器 13．1 4．8 4．5 3～4皿程度の小石 良 内面 ：7．5YR 6／6橙 内面刷毛 日

5 ST－2 を含む 外面 ：2．5Y6／2灰黄

断面 ：7．5YR6／6橙

外面刷毛 目
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番号

No．

図

No．

写真

恥

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

219 52
6

126 B 区

ST－2

鉢 弥生土器 11．1 5．8 4．1 3～ 6mm程度の小石

を含む

良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

220 52

7

131 B 区

ST －2

椀 弥生土器 11．0 4．2 1～ 2mm程度の小石

を含む

良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛目

221 52

8

123 B 区

ST－2

鉢 弥生土器 12．7
推定

6．1 2．7 砂粒をやや多 く含

む

良 内面 ：7．5YR8／4 浅黄橙

外面 ：10YR6／4にぷい黄橙

断面 ：－

内面刷毛目

222 52 124 B 区 鉢 弥生土器 13．2 5．0 1．6 1～ 3mm程度の小石 良 内面 ：10YR6／4にぷい黄橙 内面刷毛 目

9 ST－2 推定 をやや多 く含む 外面 ：ク

断面 ：－

外面指圧調整

223 52

10

128 B 区

ST－2

鉢 弥生土器 11．1
推定

5．5 1～3mm程度の小石

をやや多 く含む

やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：7．5YR6／6橙
断面 ：－

224 52 119 B 区 聾 弥生土器 15．7 3～6mm程度の小石 不良 内面 ：10YR 6／3 にぷい黄橙 内面刷毛 目／口縁部指圧調整

11 ST－2 口緑部 をやや多 く含む 外面 ：10YR 6／4 にぷい黄橙

断面 ：10YR 6／3 にぷい黄橙

外面刷毛 目／口縁部指圧調整

225 52 118 B 区 棄 弥生土器 16．0 2～4皿皿程度の小石 やや良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 内面刷毛 目

12 ST－2 を含 む 外面 ：7．5YR6／4にぷい橙

断面 ：2．5YR4／1黄灰

外面刷毛 目／口緑部指圧調整

226 52 231 B 区 土壁 弥生土器 1．6 小石 を含む 良 内面 ：10YR6／6明黄褐 内面刷毛 目

13 ST－2 底部 外面 ：7．5YR 7／6橙

断面 ：5Y5／1灰

外面叩き目／刷毛 目

227 52 122 B 区 士璽 弥生土器 8．3 小石を含む 良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙 内面ナデ

14 ST－2 口緑部 外面 ：10YR6／3 にぷい黄橙

断面 ：10YR4／1褐灰

外面口縁部にヘラによる文様

228 52

15

117 B 区

ST－2

嚢 弥生土器 17．6 24．2 3．2 小石を含む 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：ク

断面 ：－

内面刷毛 目

外面叩き目／指圧調整

229 52

16

120 B 区

ST－2

－＝ヒ璽 弥生土器 15．0 33．9 2．6 小石を含む 良 内面 ：10YR7／3 にぷい黄橙
外面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

断面 ：10YR5／1褐灰

内面刷毛 目
外面叩き目／刷毛 目

230 52
17

121 B 区

ST－2

－＝ヒ璽 弥生土器 17．6
推定

2～3mm程度の砂粒

を含む

良 内面 ：10YR6／4 にぷい黄橙

外面 ：5YR7／6橙
断面 ：10YR6／1灰

231 52
18

133 B 区

ST－2

高杯 弥生土器 17．6 11．7 13．6 1～ 2mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR6／4 にぷい橙

外面 ：ク
断面 ：－

内面刷毛目
外面刷毛目

232 52 134 B 区 高杯 弥生土器 10．7 6．9 8．4 2～ 3mm の砂粒 を含 やや良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

19 ST－2 推定 推定 む 外面 ：5YR6／6橙

断面 ：－

外面刷毛目

233 52 135 B 区 高杯 弥生土器 20．0 1～ 2mm程度の砂粒 良 内面 ：7．5YR7／6橙 内面刷毛目

20 ST－2 杯部 を含む 外面 ：7．5YR7／6橙

断面 ：5Y 6／1灰

外面刷毛目

234 52 232 B 区 土製支脚 器台 10．2 2～ 3mm程度の砂粒 良 内面 ：10YR8／2灰白 内面指圧調整

21 ST－2 を含む 外面 ：ク

断面 ：10YR8／1灰自

外面指圧調整

235 52

22

245 B 区

ST－2

鉄製品

鉄鉱

金属製品 7．9
全長

1．8
全幅

0．6
全厚

1993　B区P・SK・SD・Ⅱ層遺物観察表
番号

No．

図

N o．

写真

No．

出土地点

遺構 ・層位
器類 種別

法量 （cm ）
胎土 焼成 色調

特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

236 53 137 B 区 鉢 弥生土器 11．6 5．8 3．6 1～3mm大の砂粒を 良 内面 ：5YR5／4 にぷい赤褐 内面刷毛 目

1 SK－4 推定 含む 外面 ：ク
断面 ：5Ⅶ6／6橙

外面ナデ／刷毛 目／指圧痕

237 53 136 B 区 ・＝ヒ璽 弥生土器 10．8 8．5 1．4 1～2mm大の砂粒を 良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙 内面刷毛 目

2 SK－4 推定 含む 外面 ：〃

断面 ：7．5Y8／4浅黄橙

外面ナデ／刷毛 目／指圧痕

238 53

3

235 B 区

SK－7

椀 弥生土器 10．9 3．4 4．2 2～3mm程度の砂粒

を含む

やや良 内面 ：7．5YR 7／4 にぷい橙
外面 ：5YR6／6橙

断面 ：7．5YR 7／6橙

239 53

4

243 B 区

SD－1

砥石 石器 6．3
全長

10．6
全幅

2．5
全厚

240 53
5

249 B 区

P－255

叩石 石器 12．9
全長

5．4
全幅

3．5
全厚

241 53 138 B 区 杯 土師質土器 14 ．0 4．1 7．0 精錬された粘土 やや良 内面 ：5YR6／6橙 ロクロによる形成／底部糸切 り

6 P－53 推定 外面 ：7．5YR6／6橙
断面 ：5YR6／6橙

底

242 53

7

250 B 区

P－302

杯 土師質土器 6．2 精錬 された粘土 やや良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙

外面 ：7．5YR8／4浅黄橙

断面 ：ク

ロクロによる形成／底部糸切 り

底
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番号

NG

図

N n

写真

Na

出土地点
遺構 ・層位

器類 種別
法量 （cm）

胎土 焼成 色調
特徴

成形／調整／その他
口径 器高 底径

243 53

8

251 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．5 1．2 4．9 精錬 された粘土 やや良 内面 ：5Ⅵ16／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

244 53

9

140 B 区

P－53

杯 土師質土器 14．3 4．3 7．1 精錬 された粘土 良 内面 ：7．5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロに よる形成／底部糸切 り

底

245 53
10

252 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．7 1．2 5．0 精錬 された粘土 やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロに よる形成／底部糸切 り

底

246 53

11

253 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．3 1．5 5．2 精錬 された粘土 やや良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

247 53

12

254 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．3 1．3 5．0 精錬 された粘土 やや良 内面 ：5YR 7／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り
底

248 53

13

255 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．8 1．2 5．0 精錬された粘土 やや良 内面 ：5YR6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り
底

249 53

14

256 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．7 1．2 5．4 精錬された粘土 やや良 内面 ：5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

250 53

15

257 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．7 1．5 5．2 精錬された粘土 やや良 内面 ：5YR6／6橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

251 53
16

258 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．4 2．0 4．9 精錬された粘土 やや良 内面 ：10YR8／4浅黄橙
外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

252 53

・17

259 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．5 1．3 5．0 精錬された粘土 不良 内面 ：5Ⅵ16／6橙

外面 ：ク
断面 ：－

ロクロによる形成／底 部糸切 り

底

253 53

18

260 B 区

P－50

皿 土師質土器 8．1 1．9 4．8 精錬 された粘土 良 内面 ：10YR7／4 にぷい黄橙

外面 ：7．5YR7／4にぷい橙

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り
底

254 53 261 B 区 皿 土師質土器 7．2 1．5 3．4 精錬 された粘土 良 内面 ：5YR7／6橙 ロクロに よる形成／底部糸切 り
19 P－55 推定 外面 ：7．5YR7／4にぷい橙

断面 ：5YR6／4 にぷい橙

底

255 53

20

262 B 区

P－53

皿 土師質土器 7．8 1．5 6．2 精錬 された粘土 良 内面 ：7．5YR7／4にぷい橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロに よる形成／底部糸切 り
底

256 53

21

139 B 区

P－53

杯 土師質土器 13．7 4．2 6．5 精錬 された粘土 良 内面 ：5YR 6／6橙

外面 ：ク

断面 ：－

ロクロによる形成／底部糸切 り
底

257 53

22

141 B 区

P－53

杯 土師質土器 14．1 4．0 7．2 精錬 された粘土 良 内面 ：5YR 6／6橙
外面 ：ク

断面 ：7．5YR7／6橙

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

258 53

23
236 B 区

TR－1

皿 土師質土器 8．1 1．4 5．7 精錬された粘土 良 内面 ：7．5YR8／3浅黄橙
外面 ：7．5Ⅵモ8／4 浅黄橙

断面 ：10YR8／4浅黄橙

ロクロによる形成／底部糸切 り

底

259 53
24

238 B 区

Ⅱ層

椀 瓦器 14．8
推定

4．9 4．5 精錬された粘土 良 内面 ：5Y6／1灰
外面 ：5Y5／1灰

断面 ：2．5Y8／2灰 自

内面箆調整

260 53
25

237 B 区

Ⅱ層

棄 弥生土器 14．0
推定

砂粒 をやや多 く含

む

良 内面 ：5YR5／8明赤褐

外面 ：5YR5／6明赤褐
断面 ：5YR5／8明赤褐

内面刷毛目

261 53 240 B 区 土錘 土師質 4．5 1．7 1．6 1～3m皿程度の小石 良 内面 ：－
26 Ⅱ層 全長 全幅 全厚 をやや多 く含む 外面 ：2．5YR4／1黄灰

断面 ：－

262 53 239 B 区 土錘 土師質 5．2 1．6 1．5 1～3mm程度の小石 やや良 内面 ：－
27 Ⅱ層 全長 全幅 全厚 をやや多 く含む 外面 ：2．5Y4／1黄灰

断面 ：－
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第Ⅳ章　総括

土佐山田町久次遺跡は国分川水系の新改川右岸の微高地に立地する。遺跡の時期は弥生時代後期末から古墳時

代初め、そして古墳時代後期、奈良、平安時代、中世と複合的な遺跡である。一地点において永続的な集落の営

みが長期的に把握でき貴重な資料である。ただし、土佐山田町のひびのき遺跡やひびのきサウジ遺跡のように集

落が集中して形成されているのとは対照的に小さな農村集落的景観が推定できる。また本遺跡の北側では竪穴住

居跡も散在的であり、弥生時代から古墳時代の集落形態の一つの指標となろう。また、今回は調査対象地外であっ

たが微高地に形成された集落より低い低地の河川氾濫地域には水田などの遺構の存在も考えられるが今後の研究

課題である。

本遺跡からは弥生時代後期終末から古墳時代初頭に位置付けられる住居跡群と出土遺物の資料が豊富に得られ

ている。今回の報告において弥生土器の詳細な検討はしていないが弥生土器から古式土師器への土器の移行変化

や県外よりの搬入土器などの検討は後日に期したい。

6世紀代の竪穴住居跡も確認されているがどれも後世の削平により残存状況が良くない。床面には僅かに焼土

らしい炭片と焼け土が確認できる程度で住居の壁など殆ど残っていない状況である。

古代の遺構に関しては掘立建柱建物跡が数十棟分検出されているが、一部には方形または円形の柱穴で遺構出

土遺物、包含層遺物には須恵器、土師器、緑粕陶器などの遺物が見られ、官衛的性格を帯びた遺構を示唆させる。

そしてこれら古代の建物跡は古代の集落を研究する上で貴重である。大型の掘方を有する遺構や総柱の掘建柱建

物跡など古代の農村における古代の集落形態の一例ともなる。

本報告書は出土遺物の約半分を実測報告したに過ぎず、今後の詳細な遺物の検討が望まれる。
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